
天
孫
降
臨
神
話
に
つ
い
て

安

藤

美

己糸

天孫降臨神話について（安藤）

は
　
じ
　
め
　
に

　
天
孫
降
臨
神
話
は
、
日
本
に
お
け
る
皇
室
の
起
源
説
話
で
あ
り
、
天
皇
及

び
皇
室
系
譜
の
権
威
の
正
統
性
を
主
張
す
る
根
拠
と
し
て
、
特
殊
な
位
置
に

あ
る
。
こ
の
神
話
は
、
葦
原
中
国
の
平
定
・
天
孫
の
降
臨
・
天
孫
の
成
婚
の

三
部
か
ら
成
る
が
、
こ
こ
で
扱
う
降
臨
に
関
す
る
部
分
だ
け
で
も
、
『
古
事

記
』
『
日
本
書
紀
』
本
文
・
紀
一
ノ
一
書
・
紀
ニ
ノ
一
書
・
紀
四
ノ
一
書
・

紀
六
ノ
一
書
の
計
六
通
り
の
異
伝
を
も
っ
て
い
る
。

　
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
多
く
の
異
伝
が
存
在
し
た
の
か
、
各
通
伝
、
ま
た
記
紀

は
相
互
に
ど
う
関
連
す
る
の
か
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
通
し
て
、
天
孫
降
臨
神

話
の
原
形
と
そ
の
意
味
・
目
的
を
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
隔
章
　
異
伝
比
較
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
、
「
　
三
品
氏
の
研
究
と
そ
の
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
（

　
記
紀
の
異
伝
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
広
く
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
．

そ
の
一
つ
の
画
期
と
し
て
、
三
品
彰
英
氏
の
研
究
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

三
品
氏
は
、
論
文
「
天
孫
降
臨
神
話
異
伝
考
」
に
お
い
て
、
「
同
系
神
話
の

諸
国
伝
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
各
種
の
要
素
中
す
べ
て
に
共
通
な
も
の
が
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

的
要
素
、
な
い
し
は
比
較
的
古
い
要
素
で
あ
る
」
と
い
う
方
針
に
基
づ
き
、

各
所
伝
の
要
素
を
　
①
降
臨
を
司
令
す
る
神
　
②
司
令
を
受
け
て
降
臨
す
る

神
　
③
降
臨
の
際
の
天
孫
の
容
姿
　
④
降
臨
地
　
⑤
随
伴
す
る
神
々
　
⑥
神

器
の
授
与
　
⑦
瑞
穂
国
統
治
の
神
勅
の
七
項
目
に
分
類
、
「
機
械
的
」
に
配

列
し
た
。
そ
の
結
果
登
場
鳳
数
の
多
い
、
変
化
の
少
な
い
要
素
を
普
遍
的
要

素
、
そ
う
で
な
い
要
素
を
特
殊
的
要
素
と
し
、
普
逓
的
要
素
か
ら
な
る
所
伝

（
紀
太
一
文
。
個
麗
六
ノ
一
漁
属
）
　
卍
留
臼
†
湘
馴
的
基
－
本
的
所
伝
、
特
殊
的
要
素
認
蟹
多
く
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含
む
所
伝
（
記
・
紀
一
ノ
一
書
）
を
後
期
難
平
展
的
所
伝
と
比
定
し
た
。

　
神
話
を
構
成
要
素
に
分
解
し
、
そ
れ
を
機
械
的
に
扱
う
方
法
は
、
「
主
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

的
独
断
的
」
に
な
ら
ず
、
「
既
成
観
念
に
災
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
て
済
む
偏
点

で
非
常
に
有
効
で
、
画
期
的
な
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
方
法
が
最
終
的

か
つ
完
全
だ
と
い
う
訳
で
は
決
し
て
な
い
。
問
題
と
な
る
の
は
、
コ
書
」

の
取
り
扱
い
方
で
あ
る
。
三
品
氏
は
、
「
『
書
紀
』
の
本
文
と
し
て
掲
出
さ
れ

て
い
る
所
伝
が
『
一
書
日
』
の
所
伝
よ
り
も
歴
史
的
に
権
威
あ
る
も
の
或
い

は
妥
豪
な
も
の
で
あ
る
と
特
に
撰
者
た
ち
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
、

そ
れ
と
も
別
に
何
か
そ
う
し
た
所
伝
を
本
文
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
惰
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

あ
っ
た
の
か
、
そ
の
点
は
分
明
で
な
い
し
と
し
て
、
一
書
を
紀
本
文
や
記
と

全
く
同
等
の
価
値
を
も
つ
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
果
た
し
て
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

豪
な
手
段
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
間
題
は
、
す
で
に
三
宅
和
朗
・
伊

　
　
　
⑥

藤
清
司
氏
ら
に
よ
っ
て
も
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
　
一
書
の
位
置
づ
け
と
比
較
の
方
針

　
　
　
　
　
　
　
（

　
一
書
と
は
何
か
。
『
日
本
霧
海
抄
』
に
「
一
書
の
説
を
ば
注
な
ど
の
如
く
に

細
字
に
か
け
り
偏
と
あ
る
よ
う
に
、
一
書
は
そ
も
そ
も
小
字
予
行
を
本
来
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

か
た
ち
と
し
た
、
本
文
の
割
注
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
後
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
添
加
で
は
な
く
、
撰
上
当
時
か
ら
す
で
に
一
書
の
形
で
記
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

一
書
の
原
形
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
「
ま
さ
し
く
一
つ
の
書
と
し
て
存

　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

在
し
て
い
た
も
の
」
「
『
日
本
書
紀
』
に
別
の
『
あ
る
ふ
み
』
」
で
あ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
く
、
そ
の
役
割
は
あ
く
ま
で
本
文
を
補
足
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
。
従
っ
て
「
い
わ
ゆ
る
『
本
書
』
と
窺
書
』
と
は
同
一
レ
ベ
ル
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

な
い
。
い
わ
ゆ
る
『
本
書
』
は
そ
れ
自
体
独
立
し
て
存
す
る
」
「
コ
書
』
は

あ
く
ま
で
従
な
の
で
あ
る
。
　
（
中
略
）
本
文
と
『
一
書
』
と
を
同
列
に
な
ら

べ
て
稲
対
化
す
る
訳
に
は
ゆ
か
な
い
。
（
中
略
）
本
文
を
『
一
書
』
と
の
同
列

的
相
対
化
は
、
あ
る
話
の
発
展
な
い
し
農
開
と
い
う
視
点
に
と
ら
わ
れ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

り
そ
こ
か
ら
繊
な
い
で
お
わ
る
」
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
『
日
本

書
紀
伝
』
に
「
正
書
一
書
相
融
通
し
て
、
一
条
の
文
の
如
く
、
彼
此
を
零
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

読
む
べ
き
所
多
し
と
知
る
べ
し
、
是
即
ち
御
紀
の
見
方
な
り
」
と
あ
る
よ
う

に
、
一
書
は
そ
れ
だ
け
で
独
立
し
て
は
存
在
で
き
な
い
、
本
文
と
の
関
係
に

お
い
て
の
み
意
味
を
も
つ
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
一
書
に
つ
い
て
の
も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、
そ
れ
が
省
略
を
含
む
こ
と
で

あ
る
。
『
臼
本
書
紀
伝
』
に
「
凡
そ
御
三
に
は
、
同
じ
事
の
重
複
れ
る
時
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

省
て
も
聞
ゆ
る
眼
は
、
成
た
け
旧
き
て
、
外
に
譲
り
合
ふ
レ
と
の
指
摘
が
あ

る
通
り
で
・
そ
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
三
宅
氏
ら
の
研
究
に
詳
し
魎

　
一
書
が
本
来
は
補
注
で
あ
り
、
そ
れ
自
身
で
完
全
に
独
立
で
き
な
い
性
格

の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
書
と
本
文
と
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
全
く
同
列
に

論
ず
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。
ま
た
三
晶
氏
が
後
期
的
発
展
的
所
伝
と
し

た
紀
　
ノ
　
書
に
つ
い
て
「
諸
異
伝
中
の
最
も
権
威
あ
る
正
統
的
所
伝
と
し
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天孫降臨神話について（安藤）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

て
回
顧
さ
れ
、
い
わ
ば
本
文
的
地
位
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、
一
書
は
・
本
文
と
の
間
に
何
ら
か
の
差
異
を
認
め
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
方
法
論
と
は
矛
盾
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
は
、
溝
成
要
素
を
た
だ
機
械
的
に
配
列
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
紀

本
文
i
一
書
1
一
記
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
う
関
連
す
る
の
か
、
を
踏
ま
え
た
上

で
神
話
全
体
の
考
察
へ
と
進
む
、
と
い
う
方
法
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
津

田
左
右
吉
氏
は
、
「
成
書
と
な
っ
て
み
る
古
事
記
と
書
紀
と
を
全
体
と
し
て

対
照
す
る
よ
り
も
、
古
事
記
の
一
々
の
記
載
と
、
そ
れ
と
同
性
質
を
有
す
る

書
紀
と
そ
れ
に
注
記
し
て
あ
る
『
　
書
』
と
の
種
々
の
記
載
と
を
、
比
較
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

る
方
に
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
各
要
素
を
比
較
す
る

際
に
は
有
効
で
あ
っ
て
も
、
神
話
全
体
の
判
断
と
し
て
用
い
て
よ
い
こ
と
に

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
じ
め
に
構
成
要
素
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
た
だ
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
所
伝
糊
互

の
関
係
を
考
え
る
た
め
の
季
段
と
し
て
、
以
下
、
論
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

①
　
三
曹
彰
英
論
文
集
　
第
二
巻
『
建
国
神
話
の
諸
問
題
』
平
凡
社
　
所
収

②
　
三
品
①
卿
頁

③
三
品
①
即
頁

④
　
三
品
目
翅
頁

⑤
　
三
宅
和
朗
『
記
紀
神
話
の
成
立
』
吉
川
弘
文
館
　
第
一
　
記
紀
神
話
の
成
立

　
…
課
題
と
方
法

⑥
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
の
神
話
5
』
目
本
神
謡
の
原
形
学
生
社

⑦
梅
沢
伊
勢
三
『
続
記
紀
批
判
』
創
文
社
第
四
章
三
神
代
紀
；
酋
の
性
格
。

　
神
志
野
隆
光
『
古
事
記
の
三
界
観
』
吉
川
弘
文
館

⑧
　
坂
本
太
郎
『
日
ホ
古
代
史
の
基
礎
的
研
究
　
上
　
文
献
篇
』
東
京
大
学
出
版
会

⑨
梅
沢
氏
は
⑦
で
、
一
書
は
天
武
朝
以
前
か
ら
の
「
古
書
」
で
あ
り
、
記
紀
の
共

　
遇
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
帝
紀
・
旧
辞
で
あ
ろ
う
、
と
し
細
心
の
注
意
を
も
つ

　
て
尊
重
さ
れ
、
古
文
献
が
殆
ど
そ
の
ま
ま
収
録
さ
れ
た
と
す
る
。
一
方
三
宅
矯
は

　
「
神
代
紀
の
韮
礎
的
考
察
」
（
史
学
　
第
四
八
巻
二
号
）
で
、
一
書
は
確
か
に
古
書

　
で
あ
る
が
、
古
伝
承
本
来
の
姿
を
そ
の
衷
ま
写
す
も
の
で
は
な
い
、
と
し
て
お

　
り
、
ま
た
川
副
武
胤
氏
は
「
神
代
紀
考
証
三
篇
」
（
続
日
本
古
代
史
論
集
中
巻
所

　
収
）
で
、
一
書
の
列
記
は
、
　
書
の
尊
重
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
編
者
の
苗
田
見

　
解
の
不
統
…
・
無
責
任
を
示
す
も
の
だ
と
す
る
。

⑩
　
中
村
啓
信
「
神
代
紀
一
書
を
ど
う
見
る
か
一
神
代
七
代
章
を
め
ぐ
っ
て
」
国

　
文
学
　
昭
和
五
九
年
九
号
　
9
1
頁

⑪
⑫
　
出
雲
路
修
「
日
本
書
紀
・
神
話
的
世
界
の
構
造
」
圏
文
学
　
昭
和
五
九
年
九

　
号
　
8
5
頁

⑬
神
志
野
⑦
第
二
章
2
9
頁

⑭
鈴
木
重
三
全
集
第
一
甥
頁

⑯
鈴
木
重
胤
全
集
第
五
2
3
頁

⑯
　
三
宅
氏
は
、
省
略
法
を
④
云
々
に
よ
る
省
略
法
　
＠
前
略
・
後
略
・
前
後
略
の

　
省
略
法
に
分
類
し
、
一
書
に
つ
い
て
は
　
ω
省
略
な
し
　
②
省
略
文
－
前
略
・

　
後
略
・
前
後
略
　
鋤
云
々
に
よ
る
省
略
　
の
三
通
り
の
存
在
形
態
が
あ
る
と
す
る
。

　
（
神
代
紀
の
基
礎
的
考
察
）

⑰
三
品
①
5
3
頁

⑱
津
田
左
右
吉
全
集
第
…
巻
『
日
本
古
典
の
研
究
上
』
岩
波
書
店
第
一
篇

　
四
章
　
7
3
頁
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〈
附
・
天
孫
降
臨
神
話
異
俵
・
表
V

＊
こ
の
表
は
、
三
品
彰
英
『
天
孫
降
臨
神
話
異
語
漏
』
（
三
晶
彰
英
論
文
集
第
二
巻
所
収
）
第
一
節
第
二
項

　
に
掲
載
の
表
を
参
照
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

紀
本
文

一
ノ
ー

ニ
ノ
一

四
ノ
一

六
ノ
一

古
事
記

司
　
令
　
神

降
　
臨
　
神

一
容

至
神
呈
神
勅

タ
カ
ミ
ム
ス
ビ

ホ
ノ
ニ
ニ
ギ

藤
墨

随
　
　
伴
　
　
神

ア
マ
テ
ラ
ス

タ
カ
ミ
ム
ス
ビ

ア
マ
テ
ラ
ス

タ
カ
ミ
ム
ス
ビ

タ
カ
ミ
ム
ス
ビ

ア
マ
テ
ラ
ス

タ
カ
ギ
ノ
カ
ミ

ホホ↓オ↓オ
ノ　ノ　ホシホシ
ニ　ニ　ノホノホ
の　　　 へ　　　 　　へ　　ヘ　ヘ

ギギニミニミ
　　ギ　ギ

真
床
覆
裳

真
床
覆
裳

オ
シ
ホ
ミ
ミ

↓
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ

鏡悪獣
　　・玉i

　鏡

斎鏡天統
庭　壌治
之　無
穂　海

獣
聰

剣
・
鏡

五
部
神

樹
田
彦
大
神

天
町
屋
命
・
太
玉
命

諸
部
神
等

天
忍
目
命

天
穏
津
大
久
目

五
伴
緒

天
忍
日
嗣
・
天
津
久
用
命

獲
田
毘
古
神

．
常
世
思
金
神

手
力
男
神
・
天
石
門
別
神

　
　
　
　
　
　
二
章

　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
　
　
　
　
　
（

　
紀
一
書
の
要
素
は
、

四
種
の
一
書
の
う
ち
、

内
容
を
も
つ
が
、

め
て
少
な
く
、

⑧
と
し
て
、

　
　
ニ
ノ
｝
書
・

　
互
い
に
共
通
す
る
要
素
を
多
く
も
つ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
を
整
理
す
る
と
、

臼
本
書
紀
に
お
け
る
天
孫
降
臨
神
話

紀
一
書
の
構
成
要
棄
の
分
類

紀
本
文
と
の
関
係
に
お
い
て
二
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。

四
ノ
一
書
・
六
ノ
一
書
は
、
紀
本
文
と
ほ
ぼ
同
様
の

　
　
　
一
ノ
｝
書
は
、
紀
本
文
と
の
共
通
要
素
は
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
者
を
④
、
後
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
下
の
表
に
ま
と
め
ら
れ

る
。

司
令
神

降
臨
神

随
伴
神

神神　容
勅宝姿

　
　
④

タ
カ
ミ
ム
ス
ビ

ホ
ノ
ニ
ニ
ギ

真
床
覆
裳

な
し

な
し

な
し
（
＊
2
）

　
　
⑧

ア
マ
テ
ラ
ス
（
＊
1
）

オ
シ
ホ
ミ
ミ

一
＝
一
二

あああ
りりり
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天孫降臨神話について（安藤）

　
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
要
素
が
き
ち
ん
と
こ
れ
に
あ
て
は
ま
る
訳
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＊
1
）

た
と
え
ば
ニ
ノ
一
書
で
は
司
令
神
は
二
神
並
立
で
あ
り
、
四
ノ
一
書
で
は
随

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＊
2
）

神
と
し
て
天
領
日
命
・
日
航
津
大
来
目
が
登
場
す
る
。
ま
た
神
勅
・
随
伴
神

等
に
も
異
同
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
書
を
補
注
と
考
え
、
④
・
⑧
そ
れ

ぞ
れ
を
同
一
の
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
同
じ
傾
向
を
も
つ
系
統
と
し
て
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ら
え
る
際
に
は
議
題
な
い
だ
ろ
う
。

　
一
書
が
④
・
⑧
二
系
統
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
か
ら
は
、
一
書
の
も
と
と
な

っ
た
考
え
方
も
④
・
⑧
に
対
応
し
て
二
系
統
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の

予
想
が
得
ら
れ
る
。
④
は
、
本
文
そ
れ
自
体
の
補
注
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

一
方
⑧
は
、
本
文
と
は
異
な
る
要
素
を
持
ち
、
本
文
と
違
う
説
の
存
在
を
示

す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
す
る
こ
と
で
本
文
に
書
か
れ
な
か
っ
た
部
分
の
補

注
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
一
書
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
本
文
と
順
接

的
に
関
わ
る
も
の
一
④
と
、
逆
説
的
に
関
わ
る
も
の
i
⑧
と
の
二
系
統

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
比
較
の
上
に
神
話
の
原
形
を
求
め
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
師
闘
一
繭
司
令
神

　
　
　
　
　
　
（

　
記
紀
で
司
令
神
と
な
る
の
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
・
ア
マ
テ
ラ
ス
だ
が
、
延
喜

　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
め
み
ま
　
　
　
か
む
ろ
ぎ
　
か
む
ろ

式
祝
詞
で
は
、
降
臨
を
司
ど
る
神
と
し
て
「
皇
親
（
皇
睦
）
神
玉
算
・
神
漏

み美
」
が
登
場
す
る
、
『
古
事
記
伝
』
で
は
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
・

ア
マ
テ
ラ
ス
に
あ
て
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
等
と
同

様
、
語
源
的
に
も
対
応
し
た
絹
対
偶
的
な
一
対
の
男
女
神
と
し
て
、
タ
カ
、
・
・

ム
ス
ビ
・
カ
ミ
ム
ス
ビ
を
想
定
す
る
方
が
自
然
で
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
と
考

　
　
　
③

え
ら
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
神
の
名
を
比
定
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
天
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
る
神
を
い
う
漠
然
た
る
観
念
（
中
略
）
原
義
に
，
於
い
て
は
単
に
神
を
い
う
」

と
す
る
津
田
氏
の
見
解
の
方
が
こ
こ
で
は
一
層
重
要
で
あ
る
。

　
男
女
二
神
が
司
令
神
と
な
り
、
我
が
子
を
降
臨
さ
せ
る
イ
メ
；
ジ
は
、
イ

ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
根
源
的
に
人
間
の
心
に

備
わ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
出
産
は
、
人
間
の
基
盤
を
な
す
最
初
の
、
し

か
も
最
も
重
要
な
生
産
と
し
て
、
「
物
を
生
成
す
る
こ
と
の
霊
異
な
る
御
魂
」

（『

ﾃ
事
記
伝
』
）
1
ー
ム
ス
ビ
ノ
神
と
直
結
す
る
。
従
っ
て
、
我
が
子
を
降
臨
さ

せ
る
神
は
、
原
義
と
し
て
当
初
は
ム
ス
ビ
ノ
神
ー
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
・
カ
、
ミ
ム

ス
ビ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が

皇
祖
神
と
し
て
の
地
位
を
固
め
、
皇
孫
と
の
関
係
に
お
い
て
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ

と
結
び
つ
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
一
方
で
カ
ミ
ム
ス
ビ
が
出
雲
系
の
神
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

か
関
わ
り
を
も
た
な
い
こ
と
か
ら
、
や
が
て
ア
マ
テ
ラ
ス
が
カ
ミ
ム
ス
ビ
に

と
っ
て
か
わ
っ
て
司
令
神
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
語
主
体
の
原
義
と
し
て
は
ム
ス
ビ
の
神
を
示
し
て
い
て
も
、
実
際
に

は
ア
マ
テ
ラ
ス
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
、
記
紀
神
話
の
司
令
神
に
つ
い
て
も
い
え
る
の
で
は
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な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
タ
ヵ
ミ
ム
ス
ビ
は
原
義
と
し
て
皇
孫
と
結
び
つ

く
神
で
、
ア
マ
テ
ラ
ス
は
皇
祖
－
皇
孫
の
連
想
か
ら
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た

人
工
的
な
関
係
に
よ
っ
て
皇
孫
と
結
び
つ
く
神
で
あ
る
、
と
。
タ
カ
ミ
ム
ス

ビ
と
の
関
係
が
、
生
産
を
媒
介
と
し
た
呪
術
的
・
原
始
祭
礼
的
な
も
の
な
ら
、

ア
マ
テ
ラ
ス
と
の
関
係
は
、
皇
祖
神
と
し
て
の
系
譜
を
媒
介
と
し
た
、
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

的
・
政
治
的
な
も
の
だ
と
い
え
る
。
と
も
に
血
縁
関
係
で
あ
る
と
い
う
立
場

は
同
じ
で
も
、
前
者
は
自
然
発
生
的
、
後
者
は
作
為
的
で
あ
る
。
津
田
氏
は
、

ア
マ
テ
ラ
ス
が
正
当
な
司
令
神
た
る
べ
き
で
あ
り
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
は
後
か

　
　
　
　
　
　
⑦

ら
の
添
加
で
あ
る
、
と
す
る
。
そ
れ
は
確
か
に
後
者
の
立
揚
、
ア
マ
テ
ラ
ス

の
皇
室
系
譜
を
重
ん
じ
る
政
治
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
薄
舞
も
っ
と
も
な
主

張
で
あ
る
が
、
た
だ
そ
の
一
方
の
立
場
か
ら
し
か
認
め
ら
れ
な
い
主
張
で
あ

る
。
す
べ
て
が
は
じ
め
か
ら
後
者
の
立
場
で
書
か
れ
た
の
な
ら
ば
、
も
う
一

方
の
要
素
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
を
は
じ
め
と
す
る
④
系
統
の
要
素
は
、
一
切
排

除
さ
れ
る
か
、
少
な
く
と
も
副
次
的
要
素
に
し
か
な
り
得
な
い
は
ず
で
あ
ろ

・
つ
。

（二）
　
1

降

臨

神

　
ニ
ニ
ギ
と
は
『
古
事
記
伝
』
に
門
稲
穂
に
因
れ
る
御
名
な
り
」
と
あ
る
よ

う
に
、
名
称
自
体
穀
神
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
朝
鮮
神
話
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
⑧

降
臨
者
の
あ
り
方
と
も
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
『
日
向
国
風
土
記
』
で
は
、

皇
孫
は
手
に
穂
を
握
っ
た
形
で
降
臨
す
る
。
風
土
記
に
は
、
稲
に
よ
る
地
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

伝
説
が
随
所
に
み
ら
れ
る
が
、
一
＝
一
ギ
の
降
臨
も
、
穀
神
の
降
臨
と
し
て
、

基
本
的
に
は
稲
種
の
散
布
と
ま
さ
に
同
様
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

配
剤
ギ
の
塁
孫
と
し
て
の
降
臨
は
、
各
地
の
蚕
種
降
臨
伝
説
の
最
終
的
段
階

と
し
て
、
葦
原
中
国
全
体
を
影
響
下
に
お
い
た
稲
種
一
穀
神
の
降
臨
を
意
味

す
る
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
一
＝
一
ギ
が
心
神
と
し
て
正
し
く
下
さ
れ
る
べ
き
神
で
あ
る
な
ら
、
な
ぜ
こ

こ
に
オ
シ
ホ
ミ
ミ
を
登
場
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
品
氏
は
、

オ
シ
ホ
ミ
ミ
に
最
初
の
降
臨
司
令
が
下
っ
て
か
ら
実
際
に
降
臨
す
る
ま
で
の

間
に
、
出
雲
神
話
を
編
入
さ
せ
る
た
め
の
、
神
話
を
現
実
の
歴
史
と
し
て
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

感
さ
せ
る
た
め
の
作
業
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
オ
シ
ホ
ミ
ミ
に

勅
が
下
さ
れ
た
の
か
、
の
理
由
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
倉
野
憲
司
氏
は
、
「
タ

カ
ミ
ム
ス
ビ
が
外
祖
父
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
不
当
に
重
ん
ぜ
ら
れ
て
る
て

『
皇
祖
』
と
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
ニ
ニ
ギ
の
尊
が
『
皇
孫
』
と
さ
れ
て
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
こ
と
は
、
何
と
し
て
も
外
戚
の
圧
力
が
加
え
ら
れ
た
も
の
」
で
あ
り
、
外

戚
勢
力
に
よ
リ
ア
マ
テ
ラ
ス
ー
一
＝
一
ギ
の
関
係
に
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
ー

オ
シ
ホ
ミ
ミ
の
関
係
が
つ
け
足
さ
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
オ
シ
ホ
ミ
ミ
の
登

場
は
⑧
系
統
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
司
令
神
と
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、
オ

シ
ホ
、
・
、
、
、
、
と
タ
カ
、
ミ
ム
ス
ビ
と
を
結
び
つ
け
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
。
む
し

ろ
オ
シ
ホ
、
、
こ
、
・
は
ア
マ
テ
ラ
ス
と
の
関
係
に
よ
っ
て
編
入
さ
れ
た
と
す
る
方
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⑬

が
適
当
で
あ
る
。
捌
口
ギ
は
、
語
の
源
義
と
し
て
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
と
強
い

根
源
的
結
び
つ
き
を
も
つ
が
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
は
人
工
的
な
結
び
つ
き
し
か

持
た
な
い
。
そ
こ
で
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
｝
＝
一
ギ
と
の
間
に
、
ア
マ
テ
ラ
ス
系

の
神
を
編
入
さ
せ
、
間
接
的
に
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ニ
ニ
ギ
の
結
び
つ
き
を
強

調
す
る
乎
段
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
子
で
な
く
孫
を
降
臨
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
持
統
天
皇
一

草
壁
皇
子
i
軽
皇
子
の
系
譜
に
お
い
て
、
軽
皇
子
一
文
武
天
皇
の
即
位
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

正
統
化
す
る
た
め
の
政
策
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
も
か

く
も
、
オ
シ
ホ
ミ
ミ
に
は
現
実
の
政
治
上
の
出
来
事
を
連
想
さ
せ
る
余
地
が

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
二
i
三
　
鏡
と
真
床
覆
裏

　
　
　
　
　
　
（

　
皇
孫
は
降
臨
す
る
際
、
④
で
は
真
床
覆
裳
で
包
ま
れ
、
⑮
で
は
裳
は
な
く

神
宝
（
特
に
鏡
）
を
与
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
皇
孫
を
連
想
さ
せ
る

も
の
と
し
て
、
皇
位
の
象
徴
・
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
立
場
か
ら
考
え
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　
鏡
に
つ
い
て
は
、
ニ
ノ
一
書
に
「
吾
児
視
二
歳
宝
鏡
一
碧
レ
猶
レ
視
レ
吾
　
可
三

与
同
レ
床
共
レ
殿
　
以
為
二
諸
説
一
」
の
勅
が
下
さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
勅
は
、

『
古
語
拾
遺
』
等
に
も
み
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
い
う
鏡
と
は
、
皇
孫
と
「
同
床
共
殿
」
に
あ
る
「
斎
鏡
」
で
あ
る
。

倉
野
氏
は
、
こ
の
勅
に
お
い
て
初
め
て
鏡
が
護
身
の
呪
物
と
し
て
祭
肥
の
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

象
物
と
な
り
、
天
璽
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
、
と
す
る
。
だ
が
、
鏡
が

天
養
と
な
る
こ
と
と
は
、
単
に
鏡
が
呪
物
と
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
天
璽

に
鏡
の
も
つ
意
味
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
う
な

ら
ば
、
天
璽
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
皇
位
の
証
明
・
権
威
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス

に
根
拠
す
る
も
の
だ
、
と
の
印
象
を
与
え
得
る
の
で
あ
る
。
ア
マ
テ
ラ
ス
と

い
う
、
政
治
的
系
譜
を
代
表
す
る
神
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
天
璽
を
、
単

に
天
皇
の
権
威
・
地
位
の
象
微
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
皇
祖
か
ら
連
綿
と

続
き
、
代
々
受
け
継
が
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
、
い
わ
ゆ
る
皇
統
・
系
譜
の

流
れ
を
も
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
鏡
は
、
た
だ
現
在
に
お
け

る
天
皇
の
地
位
を
保
証
す
る
だ
け
で
な
く
、
皇
室
系
譜
に
の
っ
と
っ
た
天
皇

の
地
位
・
権
威
を
、
永
続
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
保
証
す
る
役
割
も
果
た
し

　
　
⑳

て
い
る
。

　
真
床
覆
褻
は
、
こ
の
天
孫
降
臨
の
段
の
他
に
、
紀
十
段
四
ノ
一
書
に
も
登

　
　
　
　
⑰

場
し
て
い
る
。
紀
十
段
で
は
、
真
床
覆
裳
が
直
接
降
臨
と
結
び
つ
い
て
は
い

な
い
が
、
そ
れ
で
も
皇
孫
と
結
び
つ
く
も
の
と
し
て
の
意
味
は
失
わ
れ
て
は

い
な
い
。
『
書
紀
集
解
』
は
、
「
途
中
安
穏
以
二
二
風
寒
｝
故
装
レ
以
三
所
二
寝
処

慰
物
一
皇
祖
所
二
憐
愛
之
情
こ
と
解
す
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
真
床
覆
裳
を

説
明
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
何
か
に
包
ま
れ
た
形
で
降
臨
す
る
こ
と
は
、
朝
鮮
始
祖
神
謡
に
も
み
ら
れ
、
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卵
生
神
話
と
し
て
分
類
さ
れ
る
が
、
真
床
覆
裳
は
、
こ
れ
ら
の
神
話
に
共
通

し
て
、
あ
る
神
の
依
代
の
イ
メ
ー
ジ
、
新
生
・
再
生
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
持

つ
だ
け
で
な
く
、
た
だ
皇
孫
と
の
み
結
び
つ
く
も
の
と
し
て
、
皇
位
を
証
明

す
る
役
割
を
も
同
風
に
果
た
し
て
い
る
。
皇
位
を
証
明
す
る
点
で
は
鏡
と
同

じ
だ
が
、
鏡
に
は
新
生
・
再
生
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
の
に
比
べ
、
裂
の
保
証

の
や
り
方
は
現
実
の
親
子
関
係
に
基
づ
い
た
、
貌
術
的
・
原
始
的
で
素
朴
な

信
仰
に
よ
る
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。

　
真
床
覆
裳
に
つ
い
て
は
、
延
喜
下
巻
七
　
聖
心
大
嘗
祭
条
に
「
凡
御
大
嘗

殿
警
鐘
、
所
思
御
服
毒
具
、
裳
三
号
・
墨
壷
三
條
・
絵
枕
二
枚
漏
と
記
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

る
食
と
の
関
連
に
お
い
て
大
嘗
祭
と
結
び
つ
け
た
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る
。

折
口
僑
夫
『
大
嘗
祭
本
義
』
に
、
「
此
浜
床
襲
裳
こ
そ
、
大
嘗
祭
の
褥
裳
を

考
へ
る
よ
す
が
と
も
な
り
、
壼
太
子
の
物
忌
み
の
生
活
を
考
へ
る
よ
す
が
と

も
な
る
。
物
忌
み
の
期
間
中
、
外
の
日
を
さ
け
る
た
め
に
か
ぶ
る
も
の
が
真

床
襲
余
で
あ
る
。
此
を
取
り
除
い
た
階
に
完
全
な
天
子
様
と
な
る
の
で
あ

⑳る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
裳
を
つ
け
て
臥
す
こ
と
が
、
ま
さ
に
神
と

し
て
の
聖
性
を
備
え
た
も
の
と
し
て
再
生
す
る
た
め
の
儀
式
で
あ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
⑳

意
味
し
て
い
る
。
古
代
新
嘗
の
祭
神
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
ー
ミ
ケ
ツ
ノ
カ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

で
あ
り
、
本
来
ア
マ
テ
ラ
ス
は
ま
つ
ら
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う

す
る
と
、
大
嘗
祭
で
天
皇
が
裳
を
着
け
て
臥
す
こ
と
は
、
磯
鴫
ミ
ム
ス
ビ
と

　
　
　
　
　
　
㊧

一
体
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
と
裂
と
の
関
係
は
、
こ
こ
に
お

い
て
も
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
祭
神
が
ア
マ
テ
ラ
ス
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
神
宮
が
天
武
朝

期
に
皇
祖
神
化
・
国
家
神
化
し
た
の
に
伴
い
、
朝
廷
で
の
ア
マ
テ
ラ
ス
の
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

祀
的
地
位
が
向
上
し
た
た
め
だ
、
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
と

の
原
始
的
・
呪
術
的
結
び
つ
き
を
象
製
す
る
真
床
覆
裳
と
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と

の
人
工
的
・
政
治
的
結
び
つ
き
を
象
徴
す
る
鏡
と
、
神
話
の
構
成
要
素
が
二

通
り
あ
る
よ
う
に
、
祭
祀
に
も
睨
術
性
と
政
治
性
の
二
薗
が
あ
り
、
ア
マ
テ

ラ
ス
が
祭
縄
的
に
な
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
警
戒
の
政
治
的
色
彩
が
濃
く
な

る
に
つ
れ
て
、
政
治
性
を
象
徴
す
る
ア
マ
テ
ラ
ス
と
そ
の
関
連
要
素
が
浮
上

し
て
き
た
、
と
す
る
方
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
皇
位
の
象

徴
が
真
床
覆
裳
と
鏡
と
二
種
だ
っ
た
の
が
、
後
世
鏡
の
み
と
さ
れ
た
こ
と
は
、

降
臨
の
司
令
が
の
ち
に
ア
マ
テ
ラ
ス
一
神
の
み
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ニ
ー
四
　
随
　
四
神

　
　
　
　
　
　
（

　
　
あ
ぎ
の
お
し
ひ
の
み
こ
と
　
　
あ
め
の
く
し
つ
お
お
く
　
め

　
・
天
賦
薄
命
・
天
穂
津
大
来
羅

　
大
伴
氏
・
久
米
氏
の
遠
祖
と
し
て
、
紀
で
は
四
ノ
一
書
の
み
に
登
場
す
る
、

「
背
負
蘇
天
磐
載
ハ
腎
著
二
稜
威
高
倉
ハ
手
捉
二
天
樋
弓
・
天
羽
羽
矢
ハ
及
副
二

持
八
目
鳴
鏑
、
又
帯
頭
槌
劔
一
」
と
、
完
全
武
装
の
軍
人
を
思
わ
せ
る
外
見
で
、

そ
の
姿
は
『
万
葉
集
』
に
も
、
大
伴
家
持
「
喩
レ
族
歌
一
首
丼
短
歌
」
で
、
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天孫降臨神話について（安藤）

「
山
河
を
磐
根
さ
く
み
て
　
履
み
と
ほ
り
、
国
覚
ぎ
し
つ
つ
　
千
早
ぶ
る

神
を
事
来
け
　
服
従
わ
ぬ
　
人
を
も
和
し
　
掃
き
清
め
　
仕
へ
ま
つ
り
て
」

　
　
　
　
　
　
㊧

と
詠
ま
れ
て
い
る
。

　
武
装
軍
神
を
伴
う
こ
と
は
、
侵
略
・
征
服
の
印
象
を
与
え
、
天
孫
降
臨
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

軍
事
的
遠
征
・
行
幸
だ
と
す
る
説
の
根
拠
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
神
話
と
し
て
は
、
天
孫
の
降
臨
ま
で
に
降
臨
地
は
既
に
「
平
詑
」
は
ず
で

は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
か
っ
き
よ
せ
い
き
ょ
せ
い
か
ん

　
新
羅
始
祖
、
赫
居
聖
堂
西
干
は
随
神
を
も
た
ず
、
地
上
に
お
い
て
辰
韓
六

部
に
迎
え
ら
れ
る
。
『
梅
園
国
記
』
に
も
、
地
上
に
お
い
て
豊
津
を
迎
え
る

者
と
し
て
九
干
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
「
則
是
迎
二
大
王
噛
歓
喜
踊
躍
」
（
駕

洛
国
記
）
「
鳥
獣
相
随
喜
濫
立
聡
」
（
脱
解
王
）
と
記
さ
れ
て
い
る
様
に
、
降

臨
者
は
征
服
港
と
し
て
で
は
な
く
、
逆
に
、
祝
福
さ
れ
て
迎
え
ら
れ
る
者
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
日
向
属
風
土
記
』
で
は
、
土
蜘
蛛
耳
芝
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

小
胴
が
皇
孫
を
迎
え
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　
神
話
本
来
の
あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
に
軍
神
を
配
す
る
必
然
性
は
全

く
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
降
臨
の
意
味
を
誤
解
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
ろ
う
。
こ
の

二
神
は
、
「
稜
威
二
道
別
道
別
而
偏
（
紀
本
文
）
「
引
二
…
二
天
磐
戸
一
排
二
分
天
八

重
雲
一
」
（
四
ノ
一
書
）
等
の
降
臨
時
の
描
写
が
、
大
嘗
祭
に
お
け
る
天
皇
の

幽
御
の
姿
と
結
び
つ
き
、
現
実
の
天
皇
の
行
幸
を
護
る
氏
族
が
、
天
孫
の
降

臨
に
お
い
て
祖
神
の
形
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
・
五
部
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
め
の
こ
や
ね
の
み
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
と
だ
ま

　
一
ノ
一
書
で
は
五
部
神
と
し
て
中
運
上
南
天
児
型
命
・
忌
部
上
祖
太
玉

の
み
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
め
の
う
ず
め
の
み
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
こ
り
ど
め
の
み
ニ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
や
の

命
・
獲
女
上
祖
天
釧
女
命
・
鏡
作
上
祖
石
凝
姥
命
・
玉
作
上
祖
玉
屋

み
こ
と

命
が
登
場
す
る
。
ニ
カ
ニ
ノ
一
書
で
は
、
天
児
屋
上
・
太
懸
命
の
他
に
「
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
お
き

部
分
等
」
が
随
伴
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
神
は
「
即
以
二
紀
國
忌
部
遠
祖
手
躍

ぬ
ぶ
ひ
の
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
こ
さ
　
も
の
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
め
ま
ひ
と
つ
　
の
か
み

手
負
神
ハ
定
本
二
作
癖
者
一
彦
狭
知
神
為
二
作
盾
者
噛
天
目
一
箇
神
為
二
細
金

　
　
あ
ま
の
ひ
わ
し
の
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
し
あ
か
る
た
ま
の
か
み

者
鴨
天
日
鷲
神
為
二
作
木
綿
者
ハ
櫛
明
玉
神
為
二
作
玉
二
一
し
に
あ
た
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
五
部
神
と
い
う
言
葉
こ
そ
な
い
が
、
内
容
的
に
は
、

忌
部
・
中
臣
の
祖
神
と
祭
祀
用
具
製
作
者
と
の
グ
ル
…
プ
と
し
て
、
一
ノ
一

書
と
共
通
性
を
持
っ
て
い
る
。

　
中
隔
氏
・
忌
部
氏
に
つ
い
て
は
、
「
大
臣
若
大
中
納
言
一
人
率
二
丁
臣
忌
部
一

季糀

鼈
ﾓ
（
中
略
）
立
定
神
祇
宮
中
臣
…
…
脆
奏
二
天
神
之
寿
詞
ハ
忌
部
人

奏
二
神
璽
之
鏡
轍
一
」
（
延
喜
式
・
践
称
大
嘗
祭
）
「
神
亀
伯
中
臣
大
嶋
朝
臣
読
二

天
神
寿
詞
一
畢
忌
趨
宿
砂
色
夫
知
奉
レ
上
二
神
璽
劒
鏡
於
皇
后
こ
（
持
統
四
正

月
即
位
条
）
「
凡
践
酢
之
日
中
臣
奏
二
天
神
薄
詞
一
忌
部
よ
一
神
璽
重
葬
劒
こ

（
大
宝
令
）
等
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。
両
氏
は
と
も
に
天
皇
に
関
係
し
、
宮

廷
祭
祀
を
司
ど
る
こ
と
を
職
掌
と
し
た
。
天
孫
降
臨
が
、
地
上
に
お
け
る
は

じ
め
て
の
天
皇
の
即
位
式
で
あ
る
な
ら
、
必
ず
彼
ら
が
、
こ
こ
で
は
祖
神
と

い
う
形
で
、
参
悲
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
皇
孫
が
、
ア
マ
テ
ラ

ス
の
象
徴
す
る
政
治
性
を
強
く
も
て
ば
も
つ
程
、
そ
の
降
臨
も
、
一
種
の
皇
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室
儀
式
、
政
治
的
行
事
と
し
て
の
意
味
合
い
を
濃
く
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

随
神
と
い
う
形
で
の
氏
族
の
参
撫
に
よ
っ
て
、
一
層
現
実
味
を
増
す
の
で
あ

る
。　

他
の
祭
具
製
作
者
は
、
そ
れ
自
身
の
力
、
天
皇
と
の
直
接
の
つ
な
が
り
に

よ
っ
て
で
は
な
く
、
中
臣
・
忌
部
氏
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
間

接
的
に
編
入
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
尾
畑
喜
一
郎
氏
は
、
五
伴
緒
の
う
ち
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ

児
屋
命
・
太
玉
命
の
み
が
厳
伴
緒
と
し
て
伝
承
せ
ら
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
は
な
い
か
と
す
る
。
厳
↓
五
の
変
化
が
可
能
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
五

部
神
の
中
心
を
な
す
の
は
天
児
屋
命
・
太
玉
命
の
二
神
で
あ
り
、
彼
ら
祭
観

実
行
者
と
祭
具
製
作
者
と
で
、
一
種
の
祭
祀
集
団
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
は

認
め
ら
れ
よ
う
。

　
　
さ
る
た
ひ
ご

　
・
援
田
彦
大
神

　
「
其
鼻
長
七
腿
、
背
長
七
尺
余
、
当
レ
言
二
七
尋
ハ
且
口
尻
明
輝
、
眼
如
一
岬

八
腿
鏡
ハ
而
艶
然
以
二
赤
磐
醤
一
也
」
と
い
う
異
様
な
外
見
を
も
つ
神
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
は
、
神
稲
の
田
襲
サ
ナ
ダ
で
あ
る
と
す
る
説
、
ま
た
「
戯
れ
た
振
舞
す
る

者
」
か
ら
「
戯
女
」
と
し
て
の
サ
ル
メ
、
「
戯
人
」
と
し
て
の
サ
ル
ダ
と
解

す
る
説
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
れ
も
決
定
的

と
は
い
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
ち
ま
た
の
か
み

　
援
田
彦
大
神
は
「
摘
神
」
1
1
天
八
達
之
徳
に
居
る
神
で
あ
る
。
天
で
も
な

く
、
地
で
も
な
い
と
こ
ろ
に
居
る
神
で
あ
る
。
天
に
は
、
高
天
原
と
い
う
秩

序
が
あ
り
、
地
は
高
天
原
の
司
令
に
よ
っ
て
す
で
に
平
定
さ
れ
、
地
上
の
支

配
養
と
し
て
の
皇
孫
が
降
ろ
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
獲
田
彦

大
神
は
、
矢
と
地
と
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
、
高
天
原
の
秩
序
に
ま

だ
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
存
在
な
の
で
あ
る
。

　
明
ら
か
に
異
罠
族
を
思
わ
せ
る
異
様
な
外
見
、
そ
し
て
「
俳
優
」
を
巧
み

と
し
、
神
楽
を
奉
る
天
年
女
命
と
結
び
つ
け
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

朝
廷
に
対
す
る
隼
人
の
存
在
、
延
喜
式
五
線
大
嘗
祭
の
「
郡
生
初
入
隼
人
発

レ
声
立
定
晶
帯
レ
進
二
於
食
前
一
拍
季
歌
舞
」
を
連
想
さ
せ
な
い
か
。
吉
田
敦
彦

氏
は
、
援
田
彦
大
神
に
つ
い
て
、
「
身
体
か
ら
赤
い
火
を
発
し
ま
る
で
火
焔

を
髪
髭
さ
せ
る
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
天
孫
降
臨
の
お
り
に
天
八

達
之
猫
を
塞
い
で
い
た
の
も
、
燃
え
る
火
と
ま
さ
に
酷
似
し
た
よ
う
な
状
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
あ
っ
た
障
碍
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
偏
と
し
て
、
神
武
天
皇
の
策
征
を
妨

げ
た
炭
火
と
同
様
の
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
擾
田
彦
大
神
は
、
紀
一

ノ
一
書
を
み
る
限
り
、
「
奉
レ
迎
相
待
」
「
吾
先
啓
行
篇
と
宜
曝
す
る
も
の
で
、

単
な
る
物
理
的
障
碍
で
は
あ
り
得
な
い
。
全
く
逆
に
、
迎
え
る
意
志
を
も
っ

た
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
神
話
の
中
で
、
異
民
族
を
連
想

さ
せ
る
も
の
に
皇
孫
を
迎
え
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
現
実
社
会
に
お
い
て
、

先
住
者
で
あ
る
異
毘
族
を
鎮
圧
し
、
支
配
下
に
お
き
た
い
と
い
う
朝
廷
の
現

実
的
か
つ
政
治
的
な
願
望
を
示
し
て
い
る
、
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
型
鋼
女
命
の
登
場
、
獲
田
彦
大
神
が
「
伊
勢
狭
長
田
五
十
鈴
川
上
」
に
住
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む
こ
と
、
等
か
ら
、
ア
マ
テ
ラ
ス
・
伊
勢
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
こ
に
異
形
の
神
を
配
し
た
こ
と
に
は
、
単

な
る
伊
勢
関
連
氏
族
の
伝
承
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
上
に
朝
廷
の
力
が
加

わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
随
神
の
職
能
・
存
在
は
、
皇
孫
を
、
高
天
原
と
の
関
係
で
見
た
場
合
に
は

何
の
必
然
性
も
な
い
。
た
だ
地
上
か
ら
、
現
実
の
天
皇
と
皇
室
儀
式
の
あ
り

方
に
重
ね
て
見
る
場
合
に
の
み
、
随
神
に
繋
留
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

随
神
は
、
神
と
し
て
の
皇
孫
に
従
う
も
の
で
は
な
く
、
地
上
の
統
治
者
で
あ

る
天
皇
と
し
て
の
皇
孫
に
従
う
も
の
な
の
で
あ
る
。
現
実
の
系
譜
・
地
位
の

保
誰
を
、
神
話
に
お
い
て
得
よ
う
と
す
る
動
き
が
、
随
神
と
い
う
概
念
を
つ

く
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

（二）
　
　
L

五

神

勅

　
神
勅
は
、
一
ノ
一
書
と
ニ
ノ
一
書
に
み
ら
れ
、

　
　
一
ノ
一
i
瑞
穂
国
統
治
・
天
壌
無
窮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
に
わ
　
い
な
ほ

　
　
ニ
ノ
一
i
鏡
・
斎
庭
の
穂

の
計
四
通
り
が
あ
る
。

　
斎
庭
之
穂
の
勅
は
、
高
天
原
の
稲
を
地
上
に
も
た
ら
し
、
皇
孫
を
そ
の
稲

の
司
祭
に
任
ず
る
も
の
で
あ
る
。
稲
の
司
祭
と
し
て
の
役
割
は
、
天
皇
の
最

も
基
本
的
な
職
能
に
あ
た
る
。
脚
継
ギ
と
い
う
名
称
か
ら
も
分
か
る
通
り
、

天
皇
は
そ
も
そ
も
穀
霊
な
の
で
あ
る
。
そ
の
性
格
が
、
原
初
の
素
朴
な
伝
承

で
は
接
種
の
配
布
と
し
て
、
つ
ま
り
天
皇
を
実
際
の
穀
物
と
同
一
視
す
る
と

い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
『
日
向
国
風
土
記
』
で
は
皇
孫
が
稲
穂

を
握
っ
て
、
稲
と
皇
孫
が
同
時
に
降
臨
す
る
形
で
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ニ

ノ
一
書
で
は
、
天
皇
の
穀
霊
性
は
も
は
や
実
際
の
穀
物
に
は
結
び
つ
か
ず
、

た
だ
「
冨
葉
だ
け
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
天
皇
は
原
初
、
稲
の
支
配
者
だ
っ
た
。
し
か
し
少
な
く
と
も
紀
が
編
さ
ん

さ
れ
た
時
点
で
は
、
天
皇
は
稲
以
外
に
お
い
て
も
、
い
や
む
し
ろ
そ
れ
以
外

の
爾
に
お
い
て
よ
り
重
要
な
支
配
老
で
あ
っ
た
。
こ
の
勅
は
、
天
皇
の
原
初

的
支
配
老
と
し
て
の
あ
り
方
を
よ
く
残
し
て
は
い
る
が
、
た
だ
そ
の
欝
だ
け

を
唯
一
絶
対
的
な
も
の
と
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
天
皇
の
統
合
的

・
多
面
的
な
支
配
権
の
基
礎
と
し
て
の
皇
孫
の
穀
神
性
を
述
べ
て
い
る
の
で

　
⑭

あ
る
。

　
一
ノ
一
書
の
天
壌
無
窮
の
勅
は
、
皇
室
・
天
皇
の
地
位
・
権
威
を
語
る
際
、

必
ず
と
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
正
統
性
を
裏
付
け
る
根
拠
と
し
て
最
も
重
要
な

資
料
と
さ
れ
た
。
こ
の
勅
は
、
そ
れ
ほ
ど
後
世
重
要
視
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
紀
一
ノ
一
書
に
あ
る
だ
け
で
、
他
の
所
伝
に
は
全
く
見
え
て
い
な
い
。

記
や
紀
本
文
で
は
な
く
、
単
な
る
｝
書
と
し
て
し
か
こ
の
勅
が
記
さ
れ
な
か

っ
た
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
芙
壌
無
窮
の
勅
が
、
文
章
上
も
漢
文
色
が
著
し
く
全
体
か
ら
み
て
異
和
感
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が
あ
る
と
の
指
摘
は
古
来
か
ら
あ
っ
た
。
津
田
氏
は
、
「
書
紀
は
す
べ
て
が

甚
し
く
シ
ナ
化
せ
ら
れ
、
到
る
と
こ
ろ
シ
ナ
思
想
を
以
て
潤
色
せ
ら
れ
て
い

⑯る
」
の
で
あ
り
「
天
壌
無
窮
の
思
想
も
、
シ
ナ
人
特
有
の
思
想
で
あ
っ
て
、

漢
文
に
習
熟
し
て
い
た
人
々
に
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
た
、
従
っ
て
、
こ
の

勅
は
、
シ
ナ
思
想
に
基
づ
く
、
紀
編
者
の
修
補
な
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
家
永
三
郎
氏
は
、
修
補
の
参
考
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
「
庶
使
丁
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡

階
宝
詐
与
レ
天
長
蒲
地
久
一
」
「
乱
心
天
壌
一
掃
無
レ
窮
」
等
、
仏
教
の
願
文
類
の

慣
用
句
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
三
品
氏
は
、
「
天
壌
無
窮
の
勅
が
こ
の
所
伝
に
の
み
見
え
他
に
見
え
な
い

こ
と
か
ら
、
こ
の
所
伝
を
史
料
的
に
衝
値
低
く
評
価
す
る
が
ご
と
き
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
」
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
た
だ
一
所
伝
と
い
え
ど
も
、
こ
う
し

た
勅
が
書
き
記
さ
れ
た
こ
と
を
お
ろ
そ
か
に
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
あ
ま

り
に
も
特
別
煙
し
す
ぎ
る
こ
と
も
ま
た
同
様
に
危
険
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
勅
は
、
皇
室
を
語
る
も
の
と
し
て
、
最
も
多
く
引
用
さ
れ
て
き
た
。

だ
が
、
い
く
ら
後
世
に
お
い
て
重
要
と
さ
れ
よ
う
と
も
、
溝
型
さ
ん
当
時
か

ら
ず
っ
と
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
拠
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
無
文
に

は
全
く
触
れ
ら
れ
ず
、
一
書
の
訴
伝
と
し
て
し
か
採
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
は
、
紀
の
編
者
が
、
天
壌
無
窮
の
勅
を
二
次
的
な
、
本
文
の
補
足
に
す
ぎ

な
い
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
　
こ
の
勅
に
つ
い
て
は
、
「
な
ぜ
】
書
の
所
伝
な
の
か
」
と
い
う
観
点

か
ら
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

　二
一
六

（

天
壌
無
窮
の
勅
の
意
味

　
天
皇
の
支
配
者
と
し
て
の
能
力
は
、
農
業
生
産
に
關
わ
り
、
自
然
現
象
・

天
地
の
事
象
等
を
つ
か
さ
ど
る
呪
術
的
司
祭
と
し
て
の
面
と
、
社
会
機
構
の

頂
点
を
な
す
も
の
と
し
て
、
現
実
に
人
民
や
制
度
を
統
治
す
る
、
実
務
的
政

治
家
と
し
て
の
面
と
、
そ
の
両
面
に
わ
た
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

紀
の
勅
は
、
そ
う
い
っ
た
天
皇
の
支
配
権
と
行
う
べ
き
任
務
と
を
、
司
令
神

の
言
葉
と
し
て
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
斎
庭
之
穂
の
勅
、
統
治
の
勅
の

意
義
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。

　
で
は
、
天
壌
無
窮
の
勅
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
こ
の
勅
が
天
皇
の
職
能
を

言
う
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
自
で
あ
る
。
こ
の
勅
の
目
的
は
、
天
皇
自
身
の

地
位
の
保
証
と
祝
福
で
あ
る
。
支
配
者
そ
の
も
の
の
権
威
を
強
め
、
自
ら
の

支
配
権
を
正
統
化
し
、
そ
の
効
力
を
恒
久
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

他
の
勅
と
は
内
容
的
に
も
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
　
こ
の
勅
は
、
「
神
勅
偏
と

し
て
ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
て
は
い
る
が
、
他
の
勅
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
確
か
に
ア
マ
テ
ラ
ス
が
一
＝
一
下
に
下
し
た
勅
な
の
だ
が
、
こ
の
場
合
、

天
皇
が
自
分
転
身
に
対
し
て
言
っ
た
こ
と
ば
と
す
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
ア

マ
テ
ラ
ス
が
、
単
な
る
司
令
神
で
は
な
く
、
天
皇
自
身
と
同
一
視
さ
れ
て
い

る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
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紀
本
文
、
及
び
④
系
統
の
所
伝
で
は
、
皇
孫
は
勅
を
う
け
ず
、
た
だ
穀
霊

と
し
て
の
み
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
皇
孫
は
稲
一
生
産
の
支
配
者
で
あ
り
、

瑞
穂
国
全
体
の
稲
の
支
配
老
で
あ
る
。
農
耕
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
た
集
団

に
お
い
て
は
、
稲
の
支
配
者
が
そ
の
集
圃
全
体
の
支
配
者
で
も
あ
り
得
た
。

こ
の
場
合
、
支
配
者
と
し
て
の
権
威
の
裏
づ
け
に
な
る
の
は
、
稲
で
あ
り
、

生
産
を
つ
か
さ
ど
る
者
と
し
て
の
力
で
あ
る
。
斎
庭
之
穂
の
勅
・
統
治
の
勅

は
、
こ
の
権
威
に
基
づ
い
た
天
皇
の
職
能
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
儀
式
に
お
い
て

成
文
化
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
対
し
て
天
壌
無
窮
の
勅
は
、
現
実
社
会
に
お
け
る
何
も
の
か
を
基
礎
と
し

て
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
い
か
な
る
現
実
的
根
拠
も
も

た
な
い
、
非
常
に
空
想
的
な
勅
で
あ
る
（
後
世
、
天
皇
の
権
威
に
関
す
る
最

も
根
源
的
な
観
念
と
さ
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
。
こ
の
勅
の
異
和
感
は
、

単
に
漢
文
調
の
文
体
か
ら
だ
け
で
な
く
、
勅
の
意
味
、
目
的
・
根
擁
の
違
い

か
ら
も
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
稲
・
生
産
は
、
現
実
に
生
き
る
為
の
手
段
と
し
て
、
個
人
に
と
っ
て
も
、

ま
た
集
団
の
成
立
・
発
展
に
と
っ
て
も
、
最
も
身
近
で
か
つ
絶
対
的
な
権
威

と
な
り
得
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
生
産
に
基
づ
く
現
実
的
根
拠
を
持
た

な
い
場
合
、
用
い
ら
れ
る
の
は
血
統
等
、
こ
と
ば
に
よ
っ
て
正
統
性
を
主
張

さ
れ
た
権
．
威
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
に
飾
ろ
う
と
も
、
所
詮
空
想
的

で
人
工
的
な
こ
と
ば
の
権
威
に
す
ぎ
な
い
。
集
団
の
成
立
当
初
に
お
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
無
意
味
な
権
威
で
あ
る
。
紀
に
天
壌
無
窮
の
勅
が
書
か
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
権
威
が
一
応
は
認
め
ら
れ
、
何
ら
か
の
力
を
持
ち
得

た
証
拠
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
カ
は
、
ま
だ
主
流
と
な
り
得
る
程
強
力

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
紀
編
老
の
判
断
に
お
い
て
は
。

　
現
実
に
生
産
を
支
配
す
る
者
と
し
て
の
意
味
が
薄
れ
た
場
合
、
頼
ら
れ
る

の
は
こ
と
ば
に
よ
る
支
配
権
そ
の
も
の
の
支
配
者
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
支
配
者
の
本
来
の
あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
あ
く
ま
で
二
次
的
な
手
段

に
す
ぎ
な
い
。
原
初
的
支
配
者
に
は
全
く
不
必
要
な
要
素
で
あ
る
。
し
か
し

後
世
に
お
い
て
、
天
皇
の
、
生
産
を
支
配
す
る
者
と
し
て
の
力
が
弱
ま
っ
た
、

と
い
う
よ
り
も
他
の
爾
に
つ
い
て
の
支
配
の
方
が
よ
り
重
要
で
か
つ
困
難
に

な
っ
た
時
、
天
皇
は
血
統
に
基
づ
い
た
、
支
配
者
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し

た
権
威
に
よ
っ
て
、
支
配
者
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
二

次
的
な
勅
が
、
そ
の
権
威
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
浮
上
す
る
。
そ

し
て
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
『
神
皇
正
統
記
』
の
「
此
国
の
神
霊
と
し
て
、
皇

統
一
種
た
険
し
く
ま
し
ま
す
事
、
ま
こ
と
に
こ
れ
ら
の
勅
に
み
え
た
り
」
と

い
っ
た
方
向
に
発
展
す
る
。

　
ま
た
、
天
皇
と
そ
の
職
能
に
お
い
て
結
び
つ
か
ず
、
天
皇
を
頂
点
と
す
る

帯
鋼
の
中
で
組
織
と
し
て
の
結
び
つ
き
し
か
持
た
な
い
者
に
と
っ
て
は
、
崩

分
の
地
位
の
安
定
・
正
統
化
の
た
め
に
、
む
し
ろ
天
皇
の
こ
の
よ
う
な
二
次

的
な
権
威
を
、
仏
典
そ
の
他
漢
籍
の
援
用
を
し
て
で
も
強
調
す
る
必
要
が
あ
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つ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
天
壌
無
窮
の
勅
の
創
作
、
或
い
は
添

加
の
主
謀
者
に
つ
い
て
、
単
に
編
者
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
想

像
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
勅
は
、
す
べ
て
司
令
神
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
点
に
お
い
て
司
令
神
の
存
在
が
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
。
別
に
、
わ
ざ
わ

ざ
司
令
神
を
登
場
さ
せ
な
く
と
も
、
皇
孫
自
身
が
宣
言
す
る
方
法
も
あ
り
、

ま
た
そ
の
方
が
皇
孫
自
身
の
権
威
を
高
め
る
の
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。
し
か
し

こ
こ
に
司
令
神
が
登
場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
司
令
神
ア
マ
テ
ラ
ス
と
降
臨

神
一
＝
一
ギ
と
の
関
係
、
親
子
の
つ
な
が
り
が
一
層
強
化
さ
れ
、
祖
先
か
ら
の

系
譜
・
皇
統
の
重
視
に
結
び
つ
く
。
従
っ
て
、
勅
の
多
い
所
伝
に
随
神
が
多

く
な
る
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
。
随
神
は
氏
族
の
神
話
的
系
譜
の
必
要
性
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
と
も
に
血
統
・
系
譜
的
視
点
に
基
づ
い
た
要
素

な
の
だ
か
ら
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
二
一
七
　
勅
に
み
る
紀
一
書
の
比
較

　
　
　
　
　
（

紀
一
書
の
勅
は
、
目
的
に
よ
っ
て
三
種
に
分
類
で
き
る
。

　
①
天
皇
の
職
能
を
虜
言
す
る
も
の

　
　
（
統
治
の
勅
・
斎
庭
之
穂
の
勅
）

　
②
皇
位
を
証
明
す
る
シ
ン
ボ
ル
を
い
う
も
の

　
　
（
鏡
の
勅
）

　
　
③
天
皇
自
身
の
支
配
権
を
保
証
す
る
も
の

　
　
　
（
天
壌
無
窮
の
勅
）

　
こ
れ
ら
の
勅
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
⑬
系
統
の
所
伝
だ
け
だ
が
、
内
容

的
に
④
系
統
の
所
伝
と
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
駕
洛
国
記
で
は
、
首
露
が
降
臨
す
る
前
、
九
干
が
亀
旨
に
お
い
て
「
有
レ

如
二
人
多
罪
隠
二
其
形
篇
隅
発
二
其
音
こ
空
中
か
ら
神
霊
の
声
を
聞
く
。
そ
し

て
彼
ら
に
「
皇
天
所
劇
以
命
ツ
我
者
、
御
敵
難
処
思
惟
新
二
家
邦
ハ
為
工
誤
答
ハ

為
レ
事
故
降
着
し
と
い
う
勅
が
、
降
臨
者
自
身
に
よ
っ
て
下
さ
れ
る
。
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
、
勅
が
空
幅
電
路
と
い
っ
た
呪
術
的
な
事
柄
と
結
び
つ
い
た
伝
承
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
勅
は
、
統
治
権
を
宣
言
す
る
勅
と
し
て
政
治
的
で
は

あ
る
が
、
む
し
ろ
神
霊
の
声
で
あ
り
、
腕
術
的
な
印
象
の
方
が
強
い
。
勅
は
、

政
治
的
な
言
葉
を
と
ら
な
く
て
も
、
「
其
の
形
を
隠
し
」
た
、
幌
術
的
な
方

法
に
よ
っ
て
も
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
①
の
勅
に
つ
い
て
は
、
④
で
は
明
言
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
皇
孫
を
穀
霊

と
す
る
こ
と
で
、
そ
の
目
的
は
充
分
に
達
成
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
②
の
勅
の
役

目
は
④
に
お
い
て
は
真
床
覆
裳
が
果
た
し
て
い
る
。
①
・
②
の
勅
は
、
明
文

化
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
の
違
い
だ
け
で
、
と
も
に
⑧
・
⑮
両
系
統
に
共

通
、
或
い
は
対
応
す
る
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
③
の
勅
だ
け

が
、
全
く
性
質
を
異
に
す
る
、
唯
　
⑧
系
統
独
自
の
要
素
な
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
勅
に
お
け
る
④
・
⑧
と
の
違
い
は
、
単
に
言
葉
と
し
て
の
勅
が
あ
る
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か
な
い
か
、
と
い
う
よ
り
も
、
③
の
勅
の
要
素
が
含
ま
れ
る
か
含
ま
れ
な
い

か
、
と
い
う
点
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
③
の
勅
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

神
孫
王
者
観
で
も
圏
粋
主
義
で
も
な
い
。
支
配
者
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
考

え
方
の
違
い
な
の
で
あ
る
。
直
接
生
産
に
関
わ
り
、
そ
の
権
威
に
基
づ
く
支

配
下
と
、
政
治
体
制
の
中
で
機
能
す
る
支
配
者
と
、
③
の
勅
は
後
者
の
た
め

に
作
ら
れ
た
勅
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
自
ら
の
支
配
権
を
正
統
化
す
る
こ
と

に
あ
る
。

　
後
世
か
ら
見
れ
ば
、
③
の
勅
が
そ
の
体
制
に
最
も
よ
く
あ
て
は
ま
る
も
の

だ
っ
た
。
そ
こ
で
③
の
要
素
が
最
も
重
要
な
も
の
、
思
想
の
集
大
成
さ
れ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
後
世
に
お
け
る
見

方
な
の
で
あ
る
。
確
か
に
そ
の
思
想
は
存
在
し
た
し
、
結
果
と
し
て
発
展
性

を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
当
初
に
お
い
て
は
二
次
的
な
要
素
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

（三）

一
ノ
剛
書
と
ニ
ノ
階
書
の
比
較

　
こ
こ
で
改
め
て
④
・
⑧
各
グ
ル
ー
プ
内
で
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
ま
ず
④
に
つ
い
て
は
、
四
ノ
一
書
に
随
神
と
し
て
天
忍
目
命
．
天
明
津

大
久
目
が
登
場
す
る
以
外
、
他
の
要
素
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
が
、
⑬
に
つ

い
て
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

　
司
令
神
は
一
ノ
一
書
で
は
ア
マ
テ
ラ
ス
一
神
だ
が
、
ニ
ノ
一
書
で
は
タ
カ

ミ
ム
ス
ビ
・
ア
マ
テ
ラ
ス
ニ
神
が
並
立
さ
れ
て
い
る
。
降
臨
神
は
、
一
ノ
一

書
で
は
オ
シ
ホ
ミ
ミ
を
「
且
将
降
聞
」
に
一
＝
一
算
が
誕
生
し
た
た
め
、
代
わ

り
に
一
＝
一
ギ
を
降
臨
さ
せ
た
が
、
ニ
ノ
一
書
で
は
オ
シ
ホ
ミ
ミ
が
勅
・
神
宝

・
随
神
を
授
か
っ
て
一
旦
下
っ
た
後
で
、
一
＝
一
ギ
が
「
虚
天
」
に
て
誕
生
、

一
＝
一
叢
が
降
臨
し
て
オ
シ
ホ
ミ
ミ
は
天
に
「
復
還
」
し
た
。
ま
た
ニ
ノ
一
書

で
は
、
勅
・
随
神
・
鏡
の
他
に
「
服
御
官
物
」
が
授
け
け
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
服
御
之
物
は
、
天
孫
の
衣
服
と
し
て
、
「
裳
」
を
連
想
さ
せ
は
し
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
余
や
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
は
、
④
の
要
素
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ニ
ノ
一
書
に
は
、

こ
れ
ら
の
④
の
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
そ
の
　
方
、

ア
マ
テ
ラ
ス
と
直
接
結
び
つ
く
オ
シ
ホ
ミ
ミ
を
　
旦
完
全
に
降
臨
さ
せ
る
こ

と
で
、
降
臨
神
は
ア
マ
テ
ラ
ス
に
こ
そ
つ
な
が
る
も
の
だ
、
と
の
印
象
を
強

調
し
、
ま
た
鏡
に
つ
い
て
の
勅
を
下
す
こ
と
で
鏡
の
権
威
を
高
め
、
同
時
に

ア
マ
テ
ラ
ス
の
権
威
も
高
め
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
一
ノ
一
書
よ

り
も
強
く
ア
マ
テ
ラ
ス
を
重
視
す
る
傾
向
が
よ
み
と
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
ニ

ノ
一
書
は
、
本
文
系
の
要
素
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
含
み
な
が
ら
、
な
お
か
つ

一
ノ
一
書
と
同
系
統
の
要
素
を
、
一
層
強
化
し
て
含
ん
で
い
る
所
伝
、
な
の

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
本
文
系
の
所
伝
と
一
ノ
一
書
系
の
所
伝
、
転
炉
ミ

ム
ス
ビ
を
中
心
と
す
る
神
話
と
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
中
心
と
す
る
神
諸
が
、
互

い
に
融
和
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
の
素
朴
な
形
で
、
い
う
な
ら
ば
強
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引
に
心
籍
に
さ
れ
て
い
る
感
を
う
け
る
。

　
津
閏
氏
は
、
「
（
ニ
ノ
一
書
は
）
あ
ま
り
に
話
の
す
ち
が
迂
曲
で
あ
る
こ
と

か
ら
い
っ
て
も
（
中
略
）
古
事
記
に
見
え
る
如
き
話
が
も
と
に
な
っ
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

れ
が
更
に
変
化
し
た
も
の
ら
し
い
」
と
す
る
が
、
⑬
系
統
の
所
伝
の
意
義
が
、

ア
マ
テ
ラ
ス
の
存
在
を
重
視
し
、
そ
の
権
威
を
強
化
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
な

ら
、
こ
こ
で
わ
ざ
わ
ざ
④
系
統
の
要
素
を
入
れ
る
必
要
は
な
い
し
、
そ
う
す

る
こ
と
は
不
自
然
な
印
象
を
与
え
ε
。
一
一
ノ
一
書
は
、
変
化
し
た
結
果
と
い

う
よ
り
も
、
④
・
⑧
各
系
統
の
混
在
状
態
を
示
す
、
変
化
す
る
前
の
段
階
に

あ
る
所
伝
と
考
え
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
ニ
ノ
一
書
の
不
統
一
な
状
態
が
、

一
ノ
一
書
で
ア
マ
テ
ラ
ス
系
神
話
と
し
て
望
ま
し
い
形
に
統
一
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
ニ
ノ
一
書
は
、
一
諸
書
に
到
る
、
過
渡
的
な
所
債
と
い
え
よ
う
。

（四）

紀
の
所
伝
の
二
系
統
に
つ
い
て

　
以
上
よ
り
、
紀
の
一
書
の
二
系
統
の
特
徴
は
、

　
　
④
1
ー
正
長
ミ
ム
ス
ビ
と
稲
の
生
産
に
お
い
て
、
自
然
発
生
的
・
呪
術

　
　
　
　
　
的
に
結
び
つ
く
所
伝

　
　
⑬
ー
ア
マ
テ
ラ
ス
と
社
会
機
構
・
体
制
の
中
で
人
工
的
・
政
治
的
に

　
　
　
　
　
結
び
つ
く
所
伝

と
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
④
と
⑧
と
の
違
い
は
、
つ
き
つ
め
て
し
ま
え
ば
、
司
令
神
を
タ
カ
ミ
ム
ス

ビ
と
す
る
か
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
す
る
か
、
で
あ
る
。
神
宝
や
食
、
随
神
・
降

臨
神
等
に
お
け
る
違
い
は
、
皆
司
令
神
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
と
は
、
ニ
ニ
ギ
と
の
関
係
に
お
い
て
は
互

い
に
同
等
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
関
係
の
あ
り
方
、
関
係
の
象
徴
す
る
も
の

に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
は
現
実
の
親
子
昏
昏

に
基
づ
い
た
、
原
始
的
呪
術
的
な
結
び
つ
き
を
象
徴
す
る
。
ア
マ
テ
ラ
ス
は

皇
室
系
譜
・
政
治
体
制
・
機
能
に
お
け
る
結
び
つ
き
を
象
微
す
る
二
神
が
並

立
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
二
つ
の
関
係
も
並
立
し
て
同
時
に
存
在
し
、

天
皇
の
、
支
配
者
と
し
て
の
二
面
性
1
…
呪
術
性
と
政
治
性
、
に
そ
れ
ぞ
れ

対
応
す
る
。
皇
位
の
可
視
的
シ
ン
ボ
ル
が
、
真
床
覆
蓑
と
鏡
と
二
通
り
あ
る

の
も
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
現
象
的
つ
な
が
り
を
示
す
も
の

と
、
ア
マ
テ
ラ
ス
に
象
徴
さ
れ
る
人
工
的
。
政
治
的
な
つ
な
が
り
を
示
す
も

の
と
、
こ
れ
も
や
は
り
二
面
性
に
対
応
し
て
い
る
。

　
ア
マ
テ
ラ
ス
・
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
は
、
ど
ち
ら
が
先
で
ど
ち
ら
が
後
、
ま
た

ど
ち
ら
が
基
本
で
ど
ち
ら
が
発
展
的
、
と
い
う
関
係
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

二
神
は
同
等
の
立
場
に
あ
り
、
皇
孫
の
祖
神
と
い
う
形
を
と
っ
て
、
天
皇
の

支
配
権
の
二
軍
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
紀
本
文
で
は
そ
の
一
方
だ
け
し

か
採
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
、
　
，
一
書
」
は
不

可
欠
だ
っ
た
。
支
配
糎
が
、
二
面
性
を
持
っ
て
は
じ
め
て
完
全
で
あ
る
よ
う

に
、
紀
も
、
一
書
と
本
文
と
を
も
っ
て
は
じ
め
て
完
全
な
神
話
を
梅
成
し
て
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い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
ま
た
、
大
林
太
良
氏
の
、
大
嘗
祭
は
総
合
的
な
支
配
者
の
即
位
式

と
し
て
、
生
産
者
的
機
能
だ
け
で
な
く
、
統
治
者
的
・
軍
事
的
機
能
を
あ
わ

　
　
　
　
　
⑫

せ
持
つ
は
ず
だ
、
と
の
指
摘
に
も
あ
て
は
ま
る
。
大
嘗
祭
も
、
成
立
当
初
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

お
い
て
は
、
「
天
皇
家
で
行
わ
れ
た
素
朴
な
収
穫
の
祭
り
」
だ
っ
た
に
違
い

な
い
が
、
少
な
く
と
も
紀
が
編
さ
ん
さ
れ
た
時
点
で
は
、
す
で
に
政
治
性
を

も
兼
ね
備
え
た
複
合
的
な
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
④
と
⑧
と
は
、
基
本
的
－
発
展
的
、
初
期
的
－
後
期
的
、
等
の
対
立

し
た
開
係
で
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
た
だ
一
つ
の
事
柄

一
1
天
皇
の
支
配
権
と
、
そ
の
象
徴
的
儀
式
で
あ
る
大
嘗
祭
1
を
違
っ
た

面
か
ら
説
重
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
書
と
本
文
と
の
区
別
も
、
成
立
順
序
等

で
は
な
く
、
こ
の
二
つ
の
見
方
の
ど
ち
ら
に
よ
り
重
き
を
お
く
か
、
の
判
断

に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
④
と
⑧
と
は
、
同
蒋
に
存
在
し
互
い
に
補
足
し
あ
っ

て
一
つ
の
神
話
を
成
す
構
成
要
素
な
の
で
あ
る
。

　
①
　
六
ノ
一
書
は
、
三
ケ
所
に
「
云
々
」
に
よ
る
雀
略
が
み
ら
れ
る
が
、
前
文
と
の

　
　
つ
な
が
り
か
ら
、
省
略
部
分
は
本
文
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
（
三

　
　
宅
和
朗
『
神
代
紀
の
基
礎
的
考
察
』
6
1
～
6
2
頁
参
照
）

　
②
　
皇
親
（
睦
）
が
登
場
す
る
延
醤
式
祝
詞
に
は
、
大
殿
祭
・
六
月
晦
大
祓
・
鎮
火

　
　
祭
・
遷
部
崇
神
鎮
御
魂
斎
戸
祭
・
中
臣
寿
罰
　
等
が
あ
る
。

　
③
松
前
健
『
古
代
伝
承
と
宮
廷
祭
祀
睡
塙
書
房
、
薗
田
稔
「
神
話
と
祭
麗
の
共
生

　
　
織
…
造
」
（
講
座
日
本
の
神
話
4
所
収
　
有
精
堂
）
。
こ
の
考
え
は
『
古
語
拾
遺
』
に

　
　
も
み
ら
れ
る
。

④
　
津
田
　
一
章
⑱
第
三
篇
十
三
・
十
四
章

⑤
　
薗
出
　
③

⑥
田
村
隅
澄
氏
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
性
、
格
（
統
治
の
三
葉
を
も
つ
・
皇
祖
神
で
あ

　
る
）
は
、
「
金
光
明
経
」
の
影
響
に
よ
る
も
の
だ
と
す
る
。
（
『
飛
鳥
・
白
鳳
仏
教

　
論
駈
第
四
章
　
雄
山
閣
）

⑦
　
津
田
　
④

⑧
新
羅
始
祖
赫
居
世
王
は
、
鋼
名
を
關
智
と
い
い
、
そ
れ
ぞ
れ
「
赤
く
居
ま
す
者
」

　
「
皇
霊
・
穀
を
破
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
者
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
朝
鮮
神
話
と
の

　
関
連
に
つ
い
て
は
、
三
更
氏
の
研
究
（
三
品
彰
　
英
論
文
登
第
四
巻
『
日
鮮
神
話
俵

　
説
の
研
究
』
）
等
に
詳
し
い
。

⑨
　
稲
種
山
（
播
磨
）
稲
山
・
稲
穂
山
（
出
雲
）
稲
倉
山
（
摂
津
）
等
の
稲
に
よ
る

　
地
名
は
、
一
＝
一
拳
の
タ
カ
チ
ホ
へ
の
降
臨
を
連
想
さ
せ
る
。
嵐
雲
蟹
風
土
記
・
飯

　
石
郡
多
禰
郷
の
地
名
説
話
に
は
、
「
大
穴
持
命
輿
須
久
奈
比
古
命
、
巡
副
行
天
下
一

　
時
、
二
種
三
二
二
二
こ
と
、
稲
種
の
山
上
散
布
が
語
ら
れ
て
い
る
。

⑩
松
本
僑
広
『
目
本
の
神
話
』
至
文
堂
。
天
皇
は
日
切
か
ら
芒
種
を
授
か
り
、
葦

　
原
中
国
で
生
育
さ
せ
、
初
穂
を
た
て
ま
つ
る
稲
の
大
司
祭
と
し
て
神
聖
で
あ
る
。

＠
三
品
～
章
①
第
二
垂
訓
四
項

⑫
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈
隔
三
省
堂
第
四
巻
螂
頁

⑬
　
松
箭
健
氏
は
『
古
代
償
承
と
宮
廷
祭
認
瞼
で
、
伊
勢
外
宮
の
掘
殿
神
の
ニ
ニ
ギ

　
は
本
心
オ
シ
ホ
ミ
ミ
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
し
、
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
の
神
話

　
5
瞼
で
、
伊
勢
の
外
宮
に
あ
る
蔓
穂
井
と
い
う
神
聖
な
井
戸
と
オ
シ
ホ
ミ
ミ
と
の

　
関
係
を
指
摘
す
る
。

⑭
三
谷
栄
一
『
日
本
神
話
の
基
盤
』
塙
書
房
第
一
篇
第
二
章
。
ま
た
、
尾
畑
魯

　
　
郎
「
天
孫
降
臨
神
話
の
構
造
」
（
講
座
日
本
の
神
話
4
有
精
堂
所
収
）
で

　
は
、
こ
の
関
係
を
元
明
天
皇
一
首
皇
子
に
比
定
し
て
い
る
。

⑮
倉
野
⑫
悩
～
掛
頁

⑬
黛
弘
道
「
三
種
の
神
器
に
つ
い
て
」
（
古
代
史
論
叢
中
巻
吉
想
弘
文
館
主
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収
）
で
は
、
玉
曄
天
皇
の
祖
霊
・
皇
室
の
頭
上
の
シ
ン
ボ
ル
　
鏡
一
1
太
陽
・
水
穂

　
国
の
首
長
の
権
威
の
象
徴
　
剣
1
1
天
皇
の
世
俗
的
権
力
　
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
と
す

　
る
。
神
器
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
持
統
紀
・
古
語
拾
遺
・
神
疑
獄
で
は
二
種
類
で

　
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
ら
、
持
統
期
ご
ろ
に
は
神
宝
を
工
種
と
す
る
時
期
が
あ
っ
た

　
と
思
わ
れ
る
。

⑰
紀
十
段
四
ノ
｝
書

　
　
　
・
於
母
、
天
孫
於
昌
遜
床
一
則
拭
二
芙
両
足
h
於
二
戸
床
一
則
櫨
川
藻
両
手
（
於
二
八
床
一
則
寛
論

　
　
　
　
坐
於
翼
床
覆
金
之
上
繭
海
神
見
レ
之
、
最
知
昌
是
天
神
之
孫
湘

　
　
　
・
（
豊
玉
類
日
）
遂
以
島
翼
床
覆
裂
奮
闘
蝋
襲
用
其
歩
一
鷺
p
㎜
之
波
漱
（
瑠
入
レ
海
去
夷

⑱
朝
鮮
神
話
に
お
け
る
降
臨
・
誕
生
時
の
姿
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
新
羅
赫
居
世
王
i
紫
那

　
　
　
漸
虚
脱
解
王
一
櫃
新

　
　
　
羅
金
鶏
智
－
黄
金
櫃

　
　
　
高
句
麗
朱
蒙
一
五
升
許
の
卵

　
　
　
駕
洛
国
首
露
－
1
紅
幅
裂
金
合
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黄
金
卵

⑲
西
郷
信
綱
『
古
白
面
研
究
』
未
来
社
大
嘗
祭
の
構
造
、
西
郷
信
綱
呪
古
事
記

　
注
釈
』
平
凡
社
　
第
二
巻
第
十
五

⑳
折
口
僑
夫
『
大
嘗
祭
末
義
』
折
口
信
夫
全
集
第
三
巻
秘
～
搦
頁

⑳
　
新
嘗
と
裳
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
太
稚
彦
が
「
新
嘗
休
臥
之
階
し
（
紀
本
文
）
と

　
の
関
連
を
指
摘
す
る
も
の
に
は
、
西
郷
『
古
事
記
研
究
勧
一
二
谷
『
日
本
神
話
の
基

　
盤
』
等
が
あ
る
。

＠
　
松
前
　
③
。
前
川
明
久
「
古
代
天
皇
の
祭
祀
i
大
嘗
祭
の
成
立
と
神
話
」
歴

　
史
評
論
痂
　
一
九
八
○
、
真
弓
常
忠
『
日
本
古
代
祭
日
の
研
究
』
学
生
社
。
践
酢

　
大
嘗
祭
（
延
喜
式
）
で
は
、
斎
院
に
ま
つ
る
神
と
し
て
　
御
歳
神
・
高
御
魂
神
・

　
庭
高
B
神
・
大
御
食
神
・
大
宮
女
神
・
得
代
主
紳
・
阿
仁
波
神
・
波
比
伎
神
の
計

　
八
神
が
、
ま
た
、
祝
詞
で
は
神
魂
・
高
御
魂
・
生
魂
・
足
魂
・
玉
働
甲
魂
・
大
官
乃

　
賞
・
大
御
膳
都
神
・
僻
代
主
　
の
計
八
神
が
登
場
す
る
。

⑯
　
肥
後
和
男
『
古
代
史
上
の
天
皇
と
氏
族
』
弘
文
堂
　
獅
頁
　
で
は
、
タ
カ
、
ミ
ム

　
ス
ビ
が
降
臨
司
令
神
で
あ
る
こ
と
は
、
天
皇
を
豊
か
な
生
産
の
象
徴
と
み
る
も
の

　
で
あ
り
、
天
皇
が
、
本
質
の
中
に
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
の
霊
を
も
ち
っ
た
え
て
い
た
こ

　
と
を
示
す
と
し
て
い
る
。

⑳
前
州
⑳
松
前
③

⑮
　
　
『
万
葦
｛
集
』
巻
二
〇
　
四
四
六
五

⑳
　
守
屋
俊
彦
『
記
紀
神
話
論
考
』
雄
山
閣
　
天
孫
降
臨
神
話
と
そ
の
周
辺
、
松
岡

　
静
雄
『
記
紀
論
究
神
代
篇
6
』
隅
文
館
第
一
章
　
で
は
、
降
臨
目
種
族
的
・
計

　
画
的
大
移
動
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

⑳
　
津
国
氏
は
、
門
土
蜘
蛛
に
つ
い
て
」
（
全
集
　
別
巻
第
一
『
古
事
記
及
び
日
本
書

　
紀
の
新
研
究
』
第
一
一
章
附
録
二
）
で
、
土
蜘
蛛
騒
皇
命
に
服
従
し
な
い
も
の
の
個

　
人
名
・
地
方
の
酋
長
で
あ
り
、
肥
後
・
豊
後
・
日
向
の
、
荒
ぶ
る
神
を
和
め
、
皇

　
室
に
服
寮
し
た
土
蜘
蛛
は
、
そ
の
変
形
と
し
て
認
め
ら
れ
得
る
、
と
す
る
。

⑱
　
志
畷
諄
一
「
日
本
神
話
と
大
伴
氏
・
久
米
氏
」
講
座
日
本
の
神
話
8
　
有
精
堂

　
所
収

⑳
尾
畑
驚
黒
郎
「
天
孫
降
陥
神
話
の
構
造
」
講
座
日
本
の
神
話
4
有
精
堂
所

　
収

⑳
各
民
族
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
長
く
伝
承
さ
れ
て
い
る
鰹
数
が
あ
り
、
日
本

　
に
お
い
て
は
そ
れ
は
2
・
8
で
あ
る
。
負
数
を
5
・
2
5
と
す
る
の
は
満
州
・
ツ
ン

　
グ
…
ス
系
三
族
で
あ
り
、
こ
こ
で
五
伴
縦
等
、
5
が
周
い
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

　
は
、
そ
れ
ら
の
民
族
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑳
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
臨
岩
波
書
店

⑫
　
松
村
一
武
雄
『
日
本
紳
　
話
の
一
目
究
』
培
風
蘭
　
第
三
巻
　
第
十
五
章
箒
聖
ハ
驚
押

⑳
　
吉
田
敦
彦
『
日
本
神
話
の
特
色
』
膏
土
社
　
七
鵡
母
斗
掻

⑭
中
臣
寿
詞
に
「
（
皇
孫
尊
は
）
天
つ
日
嗣
の
天
つ
高
御
座
に
御
座
し
ま
し
て
、
天

　
つ
御
霊
の
長
御
膿
の
遠
御
繕
と
（
中
略
）
斎
庭
に
知
う
し
め
せ
」
と
あ
り
、
ま
た
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紀
ニ
ノ
一
書
が
天
児
屋
命
を
強
調
す
る
所
伝
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
斎
庭
之
穂
の
勅

　
は
中
臣
磯
系
の
要
素
だ
と
す
る
説
（
倉
野
『
古
事
記
全
註
釈
』
　
魏
頁
）
、
践
酢
大

　
嘗
祭
に
お
け
る
「
稲
実
公
」
と
の
麗
連
を
指
摘
す
る
説
（
三
谷
『
日
本
神
話
の
基

　
盤
』
）
等
が
あ
る
。
三
品
氏
は
、
こ
の
神
勅
が
古
代
祭
政
の
太
・
義
を
詮
表
し
て
い
る

　
も
の
で
、
天
孫
の
斎
庭
之
穂
が
人
態
化
し
て
ト
ユ
ウ
ケ
の
神
と
な
っ
た
と
す
る
。

　
（
三
品
彰
英
論
文
集
第
五
巻
『
古
代
福
政
と
穀
霊
信
仰
』
）

⑳
　
津
田
左
右
吉
全
集
　

…
巻
『
黛
本
古
典
の
研
究
　
上
』
第
…
篇
四
章
　
7
0
頁

⑳
　
判
事
左
右
吉
全
集
　
二
巻
『
略
本
古
典
の
研
究
　
下
』
第
五
篇
　
瓢
頁

⑰
　
階
…
　
開
叩
由
嵩
山
ハ
　
出
戸
蔵
寺
碑
銘

　
　
唐
　
貞
観
四
　
昭
仁
寺
碑
銘

⑳
　
三
三
　
一
章
①
　
魏
頁

⑩
　
神
意
伝
達
の
方
法
と
し
て
、
広
く
シ
ャ
…
マ
ニ
ズ
ム
世
界
に
実
修
さ
れ
て
い
る

　
腹
話
の
巫
儀
『
世
宗
実
録
』
に
も
、
「
能
使
鬼
神
唱
於
空
中
、
有
似
人
語
」
「
有
空

　
中
唱
声
（
中
略
）
能
知
往
事
」
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

＠
　
津
田
左
右
吉
全
集
　

一
巻
『
日
本
古
典
［
の
研
究
　
上
』
第
三
篇
十
西
嵩
阜
　
漸
頁

＠
　
　
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
の
神
謡
4
』
日
向
神
話
　
大
林
　
7
9
頁

⑬
　
　
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
臼
本
の
神
話
5
』
松
前
　
5
1
頁
。
　
西
郷
信
綱
氏
は
、
『
古
事

　
記
研
究
』
大
嘗
祭
の
本
義
　
の
中
で
、
宮
廷
は
農
村
を
祭
式
的
か
つ
幻
想
的
に
集

　
約
し
た
世
界
で
あ
り
、
大
嘗
祭
は
、
村
落
の
と
り
入
れ
儀
式
を
上
か
ら
組
織
－
洗

　
虚
し
た
と
こ
ろ
の
祭
式
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

三
章
　
古
事
記
に
お
け
る
天
孫
降
臨
神
話

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
　
記
と
紀
一
書
と
の
比
較

　
　
　
　
　
　
　
（

　
記
の
要
素
は
、
異
伝
中
最
も
豊
窟
で
あ
る
。
し
か
し
、
随
神
に
お
い
て
伊

勢
関
連
氏
族
の
影
響
を
み
い
だ
せ
る
他
は
、
皆
紀
の
所
伝
中
の
要
素
と
共
通

し
て
い
る
。
と
り
わ
け
⑧
系
統
の
所
伝
・
一
ノ
一
書
の
要
素
と
の
共
通
性
が

高
い
。
そ
の
中
で
、
記
の
独
自
性
は
、
勅
の
下
し
方
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
葦
原
中
国
平
定
の
際
、
統
治
の
勅
が
一
旦
ア
マ
テ
ラ
ス
か
ら
オ
シ
ホ
ミ
、
ミ

に
下
さ
れ
る
。
降
臨
の
際
に
は
、
勅
は
二
神
に
よ
っ
て
ま
ず
オ
シ
ホ
ミ
ミ
に

下
さ
れ
る
が
、
降
臨
神
が
オ
シ
ホ
ミ
ミ
か
ら
ニ
ニ
ギ
に
代
わ
る
と
、
改
め
て

ニ
ニ
ギ
に
勅
が
下
さ
れ
て
い
る
。
司
令
神
を
ア
マ
テ
ラ
ス
・
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ

（
タ
カ
ギ
ノ
カ
ミ
）
の
二
神
並
立
と
す
る
の
は
紀
エ
ノ
一
書
と
同
じ
だ
が
、

ニ
ノ
一
書
で
は
勅
は
個
別
に
下
さ
れ
、
共
同
勅
と
い
う
形
態
は
と
ら
な
い
。

オ
シ
ホ
ミ
ミ
を
降
臨
さ
せ
る
ま
で
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
、
以
後
は
ア
マ
テ
ラ
ス

が
主
催
者
と
な
っ
て
進
行
し
、
二
神
が
共
同
し
て
皇
孫
に
働
き
か
け
る
こ
と

は
な
い
。
対
し
て
記
で
は
、
共
同
勅
な
ど
、
二
神
を
並
立
し
協
力
体
制
に
あ

る
と
し
な
が
ら
、
結
果
と
し
て
ア
マ
テ
ラ
ス
に
重
要
性
を
も
た
せ
た
記
述
と

な
っ
て
い
る
。
同
じ
二
神
並
立
で
も
、
エ
ノ
一
書
で
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
タ

カ
ミ
ム
ス
ビ
と
が
区
別
さ
れ
、
不
統
一
の
ま
ま
混
在
状
態
に
あ
る
の
に
対
し
、

記
で
は
二
神
が
統
一
さ
れ
、
そ
の
上
で
ア
マ
テ
ラ
ス
中
心
に
再
構
成
さ
れ
た
、

と
い
う
印
象
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
要
素
だ
け
を
と
り
上
げ
れ
ば

記
は
ニ
ノ
一
書
と
同
じ
な
の
だ
が
、
そ
の
内
容
、
そ
う
さ
れ
た
理
由
、
過
程

に
お
い
て
は
決
し
て
同
じ
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
鏡
な
ど
、

一
ノ
一
書
と
共
通
す
る
要
素
に
つ
い
て
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
前
章
で
、
一
ノ
一
書
は
ニ
ノ
一
書
が
統
一
さ
れ
た
も
の
だ
と
述
べ
た
。
こ
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こ
で
ま
た
、
記
も
ニ
ノ
｝
書
が
統
一
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
一

ノ
一
書
と
記
と
の
相
異
は
何
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
ニ
ノ
一
書
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
系
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
系
と
が
整
理
さ
れ
な
い

ま
ま
、
両
方
の
要
素
が
混
在
し
た
所
伝
で
あ
る
。
記
と
一
ノ
一
書
と
の
違
い

を
生
ん
だ
の
は
、
こ
の
ニ
ノ
一
書
の
不
統
一
な
要
素
を
ど
う
統
一
す
る
か
、

そ
の
目
的
と
方
法
の
違
い
な
の
で
あ
る
。

　
一
ノ
一
書
は
、
二
系
統
を
統
合
す
る
の
で
は
な
く
、
不
必
要
な
要
素
を
排

除
し
て
い
っ
た
結
果
で
あ
り
、
二
系
統
の
う
ち
、
た
だ
ア
マ
テ
ラ
ス
系
に
お

い
て
だ
け
、
頂
点
と
認
め
ら
れ
る
所
伝
で
あ
る
。
従
っ
て
、
有
効
な
範
囲
も

狭
く
、
こ
れ
だ
け
で
独
立
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
後
期
的

所
伝
な
ど
と
は
と
て
も
い
え
な
い
。
あ
え
て
い
う
な
ら
、
神
話
の
要
素
の
中

で
、
後
世
的
発
展
性
を
も
つ
も
の
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
所
伝
、
だ
ろ
う
か
。

対
し
て
記
は
、
要
素
の
排
除
に
よ
ら
ず
、
す
べ
て
を
一
旦
総
合
し
た
上
で
、

望
ま
し
い
形
に
再
構
成
す
る
方
法
を
選
ん
だ
。
記
も
一
ノ
一
書
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
や
り
方
で
統
一
さ
れ
た
、
最
終
的
結
論
で
あ
る
以
上
、
両
者
の
前
後
を

論
ず
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
ろ
う
。
記
は
、
一
書
と
個
別
に
比
較
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
は
な
く
、
一
書
を
含
め
た
紀
全
体
と
こ
そ
対
応
す
る
も
の
な
の
で

あ
る
。
記
が
、
　
一
ノ
一
書
に
な
る
の
で
は
な
い
。
記
が
、
　
一
ノ
一
書
の
要
素

を
含
む
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
記
の
要
素
は
著
し
く
一
ノ
一
書
と
共
通
す
る
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
記
と
｛
ノ
一
書
を
同
一
の
系
統
と
み
な
し
て
よ
い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
分
か
る
こ
と
は
、
記
が
一
ノ
一
書
系
に
強
く
志
向
し
て
統
合
・
再
講

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
理
由
を
考
え
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ

ろ
う
。

（二）

記
の
二
面
性
に
つ
い
て

　
三
口
㎎
氏
は
、
紀
本
文
↓
一
ノ
一
書
の
流
れ
を
「
天
孫
が
稔
り
の
み
た
ま
の

形
態
に
お
い
て
こ
の
国
土
に
君
臨
し
、
生
成
し
つ
つ
絶
え
ざ
る
む
す
び
の
御

徳
と
し
て
光
被
す
る
と
原
古
的
に
観
想
さ
れ
て
い
た
」
も
の
が
「
新
し
い
律

令
国
風
的
文
化
階
程
に
即
し
つ
つ
後
代
的
に
理
解
し
や
す
い
明
瞭
な
表
現
を

も
っ
て
展
開
し
た
」
過
程
で
あ
り
、
一
ノ
一
書
を
「
最
も
現
実
的
に
国
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

始
源
を
語
る
新
塁
壁
の
神
話
」
だ
と
し
た
。

　
し
か
し
一
書
は
あ
く
ま
で
も
補
注
で
あ
り
、
神
話
の
一
面
的
な
晃
方
を
述

べ
た
に
す
ぎ
な
い
。
　
一
方
記
は
、
一
薔
に
強
ま
れ
る
要
素
を
総
舎
・
再
構
成

し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
方
針
が
は
な
は
だ
し
く
一
ノ
一
書
よ
り
で
あ
っ
た
た

め
に
、
　
ノ
一
書
を
記
の
発
展
し
た
形
、
降
臨
神
話
の
最
終
形
だ
と
す
る
考

え
方
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
三
品
氏
の
前
述
の
言
葉
は
、
同
時
に
存
在
す

る
神
話
の
二
面
性
を
説
開
す
る
も
の
と
し
て
は
有
効
だ
が
、
変
化
の
過
程
を

説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
記
は
、
二
面
性
を
内
包
し
、
そ
の
上
で
ど
ち
ら

を
よ
り
重
要
視
す
る
か
に
つ
い
て
、
編
者
の
判
断
一
歴
史
の
力
と
い
っ
て
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天孫降臨神話について（安藤）

も
よ
い
一
が
関
与
し
た
の
で
あ
る
。

　
①
　
三
品
　
一
章
①
　
瑚
頁

四
章
　
記
・
紀
に
お
け
る
天
孫
降
臨
神
話

　
記
紀
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
①
記
毒
紀
　
②
紀
↓
記
　
③
並
立
　
の
三
通

り
が
考
え
ら
れ
る
。
①
は
、
素
朴
な
記
を
「
見
だ
て
な
く
、
浅
々
と
聞
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
、
不
足
お
も
ほ
し
て
」
漢
文
調
の
紀
が
編
さ
ん
さ
れ
た
と
す
る
も
の
だ
が
、

紀
に
記
の
名
称
が
一
切
出
て
こ
な
い
、
内
容
的
に
も
記
を
意
識
し
て
い
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

等
の
理
由
に
よ
っ
て
も
成
立
は
困
難
で
あ
る
。
対
し
て
梅
沢
氏
は
②
の
立
場

に
あ
っ
て
、
大
陸
風
な
紀
が
、
崇
峻
暗
殺
を
機
と
し
た
天
武
甲
の
国
粋
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
基
づ
き
書
き
改
め
ら
れ
た
と
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
坂
本
氏
の
反

④論
が
あ
る
。

　
成
立
時
期
・
内
容
か
ら
い
っ
て
も
、
記
紀
が
互
い
に
全
く
無
関
係
に
成
立

し
得
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
お
い
て
は
、
降
臨
神
話
の

記
と
紀
全
体
の
要
素
は
共
通
し
て
お
り
、
し
か
も
ど
ち
ら
か
を
下
敷
に
し
た

様
子
も
み
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
記
と
紀
と
の
間
に
は
、
こ
れ
ら
二
書
の
原

形
と
な
る
共
通
の
資
料
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
推
測
が
成
り
立

つ
。
記
紀
が
、
共
通
の
資
料
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
す
る
な
ら
、
認
紀
間

の
相
違
は
、
そ
の
基
盤
と
す
る
資
料
等
の
違
い
、
で
は
な
く
、
同
じ
も
の
を

ど
う
眺
め
、
ど
う
扱
う
か
、
と
い
う
、
編
さ
ん
上
の
方
法
の
違
い
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
も
の
だ
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
記
と
紀
が
共
通
の
資

料
に
蓋
つ
い
て
い
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
記
紀
の
相
違
の
原
因
を
、
主
に
そ

の
編
さ
ん
方
法
を
中
心
に
追
究
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
記
紀
に
よ
っ
て
明
文
化
さ
れ
る
前
の
資
料
は
、
ま
だ
連
続
性
を
持
つ
物
語

と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
。
構
成
要
素
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
羅
列
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
要
素
を
記
載
す
る
際
に
、
紀
は
各
説
を
あ
る
が

ま
ま
に
並
記
し
、
そ
の
う
ち
の
一
説
を
本
文
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
紀
編
者

の
意
志
を
示
し
た
。
～
総
記
は
、
ば
ら
ば
ら
の
要
素
を
一
旦
す
べ
て
集
め
て

統
合
し
、
そ
の
上
で
再
構
成
し
て
文
章
的
に
も
ひ
と
つ
づ
き
の
神
話
と
し
た
。

記
の
目
的
が
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
も
の
を
「
総
合
し
再
構
成
」
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
な
ら
、
紀
の
目
的
は
そ
れ
ら
を
「
並
べ
か
え
る
し
こ
と
に
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

　
記
と
紀
と
は
、
国
粋
的
と
大
陸
的
、
等
相
反
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
ど

ち
ら
が
先
行
す
る
か
、
等
時
間
的
な
関
係
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
紀
の
各
所
伝
は
、
そ
れ
自
身
で
は
神
話
の
部
分
に
す
ぎ
ず
、
す
べ

て
を
あ
わ
せ
読
む
こ
と
で
一
つ
の
神
話
と
な
る
。
そ
の
列
挙
さ
れ
た
要
素
の

う
ち
、
紀
が
比
較
的
重
要
と
し
た
も
の
が
「
本
文
」
と
し
て
選
ば
れ
た
。
記

は
、
部
分
の
列
挙
に
よ
ら
ず
、
二
爵
性
を
持
つ
所
伝
群
を
、
一
つ
に
総
合
し

再
構
成
し
て
神
話
と
し
た
。
紀
は
、
中
心
と
な
る
所
伝
に
基
づ
い
て
資
料
を

壷
べ
か
え
、
記
は
中
心
と
な
る
思
想
に
基
づ
い
て
資
料
を
総
合
・
再
構
成
し

97　（97）



た
の
で
あ
る
。

　
紀
は
、
列
挙
形
式
を
と
っ
た
た
め
、
本
文
そ
の
も
の
は
部
分
に
し
か
す
ぎ

な
い
か
、
一
書
を
も
含
め
た
紀
全
体
と
し
て
み
る
と
、
神
話
の
原
形
を
総
合

的
に
最
も
よ
く
と
ど
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
一
方
記
は
、
資
料
を
一
貫
し
た

方
針
に
基
づ
い
て
統
一
し
た
た
め
、
資
料
す
べ
て
の
総
合
の
結
果
で
あ
り
な

が
ら
、
多
面
的
な
神
話
の
原
形
に
対
し
て
は
か
え
っ
て
部
分
的
な
も
の
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
原
因
は
、
記
紀
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
と
な
っ
た
思
想
の
違
い
で

あ
る
。
天
孫
降
臨
神
話
の
示
そ
う
と
し
た
支
配
者
の
あ
り
方
　
　
そ
の
支
配

権
の
二
三
性
の
、
ど
ち
ら
を
よ
り
重
要
と
し
た
か
、
に
お
け
る
違
い
で
あ
る
。

　
紀
は
、
支
配
者
の
司
祭
と
し
て
の
面
－
生
産
に
よ
っ
て
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ

と
結
び
つ
く
も
の
一
を
と
り
、
記
は
、
政
治
家
と
し
て
の
面
一
三
三
系

譜
・
体
制
に
お
い
て
人
為
的
に
ア
マ
テ
ラ
ス
と
結
び
つ
く
も
の
一
を
と
っ

た
。
そ
の
上
で
記
紀
ど
ち
ら
も
、
支
配
者
を
た
だ
そ
れ
だ
け
の
も
の
と
し
て

一
面
的
に
と
ら
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
も
う
一
方
の
性
格
も
失
う
こ
と
な

く
同
時
に
内
に
含
み
、
総
合
し
て
、
二
面
性
を
持
っ
た
複
合
的
な
支
配
者
像

を
示
し
て
い
る
こ
と
の
認
識
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
①
　
『
古
事
記
伝
』
一
　
古
典
等
総
論

　
②
坂
本
一
章
⑧
日
本
書
紀
の
成
立

　
③
梅
沢
『
記
紀
批
判
』
創
文
社

　
④
坂
本
一
章
⑧
日
本
書
紀
の
成
立
．
坂
本
氏
は
、
成
立
時
期
的
に
は
記
↓
紀

だ
が
、
と
も
に
そ
れ
以
前
か
ら
、
目
的
・
関
与
す
る
人
の
立
揚
な
ど
全
く
亭
々
の

方
向
か
ら
編
さ
ん
作
業
が
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
し
、

紀
に
記
が
雷
及
さ
れ
て
い
な
い
の
も
そ
の
た
め
だ
と
し
て
い
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
天
孫
降
臨
神
話
は
、
確
か
に
皇
室
の
起
源
説
話
で
は
あ
る
が
、
そ
の
目
的

は
天
皇
の
支
配
権
の
宣
言
で
あ
っ
た
。
記
紀
の
三
三
が
、
内
容
的
に
二
系
統

に
分
類
で
き
る
の
も
、
支
配
権
が
二
三
性
を
持
つ
こ
と
に
対
応
し
た
結
果
で

あ
り
、
こ
の
二
系
統
を
あ
わ
せ
た
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
降
臨
神
話
の
意
図
し
た

正
し
い
支
配
者
の
姿
が
あ
る
。
要
す
る
に
、
天
孫
降
臨
神
話
は
、
そ
の
象
徴

す
る
支
配
権
の
二
面
性
の
た
め
、
は
じ
め
か
ら
、
同
時
に
存
在
し
て
補
足
し

あ
う
関
係
に
あ
る
二
三
的
な
構
造
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
神
話
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
記
紀
の
相
違
は
、
こ
の
二
面
の
う
ち
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
、

と
い
う
編
さ
ん
の
方
針
と
、
所
伝
を
「
列
挙
・
並
べ
か
え
」
す
る
か
、
「
総

合
・
再
構
成
」
す
る
か
、
と
い
う
編
さ
ん
の
方
法
と
の
二
つ
の
理
由
か
ら
生

じ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
論
文
で
は
、
降
臨
神
話
を
支
配
者
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
が
、
神
話

に
は
、
こ
の
よ
う
な
作
ら
れ
た
要
素
と
同
時
に
、
自
然
発
生
的
・
民
間
説
話

的
な
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
民
俗
的
視
点
か
ら

の
考
察
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　
（
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
十
論
眠
支
社
　
　
酬
四
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